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はじめに

然帝開業研究センタ--.~ いt1H骰部では、熱術 (J)tl印崖に関する情報の収集と分析

を進めつつあるが、アフリカの硲光惰源、特に家面＇卜の性能に関する情快が極めて

しい，9

11」の調杏．では、赤逍を挟んだ比較的降fHhしの多い地帯で、アブリカ大陸の約

l/3を占めるツェッエベルト；トリパノゾーマ症牲延地術の家畜生廂状汎、イi川遣

伝汽源としてのトリパノトレラントな索傾をイiする家新品種の特質を調森した。

西アブリカのセネガル及びガンビアに起源を灼つ牛品柿「ン＇ダマ」や数種の

111 l及びやはトリパノゾーマ症に対して titHe性を持ち、東アプリカの「ボラン」に

代表されるゼプ系の牛品稽にはその能））が欠如しているように、起源の異なる囲ア

フリカと東アフリカ(/)牛では':JJ.j気に対する抵抗l生か拌しく異なることが知られて

いる。生>111.t'tは低いが造伝質源として極めて屯吸な特質を布する西アフリカの上着

牛及び生廂性 (J),:·~ い束アフリカの飼涙及態と、それらの村種素材としての利川の可

能性、先辿11、l際研究機関におけるこれらの問題に対する取り糾みについて調究をし

た。また、愚沿開業研究センターがこれ等の家面の特傾を入t軸として、今後のアフ

リカにおける面惟研究協 }J,ii他iに竹するための1'#t骰と惰料の収梨を行った。

ガンピア (!J 1 n Leri叫 ion.1t Tryp,rnoLo tcrallしじenLre(ITC)、ナイジェリア・カ

ドナのトリパノゾーマ症研究所、ケニア・ナイロビ郊外の InternationalLabora-

Lory for Hcsearch on Ardmal Discases(JLHAD) 、エチオピア・アジスアペバの

lnlernatioil.11 Livestock Centre for Afr.ic;i(lLCA)等のおいて、有狐遺伝分野

、人面共通病としての滸在的な憾染(/)危険性、栄務、飼務分野に係わる梢報を得る

と共に、研究協力についての可能性について油合いを行い、品漱を深めることがで

きた。

これらの諸機関は、アフリカ全｛本に共通の間題である人日の増加と食料の供給

、特に鋲白供給に強い関心を持っており、位地及び耕地の保全と家畜の増頭に関す

る将来の見通しについての関心が強かった。他jj、アブリカに生疱性の高い実用的

な品種を羽人しようとする気逝に影粋を受けて、交雑が頻然となっているために、

純粋種として柿を保っために必焚な最少頑数（危険城）を越えていくこと、生疫性

は低いが遣伝賓源として価値の科い、 J見仔希少家面品種の数及びその頭数が年々減

少していく現状に深い悲念を示していた。 アフリカのi豆嬰家面伝染病の一つで、

人紺共通病でもあるトリパノゾ...マ11£の経延するツエツェベルト地帯の開業及び畜

椎振興の手掛りを見出すことが、アブリカの民生(/)女定にとり不 11f欠であり、この

分野に対する [l木からの多!I1i的な研究協｝）・惰裔援助が強く求められている。従っ

て、その研究協｝」の効呆を翡めるためには、 Jn{1.: (/)ところ、研究の日的、方向が明

らかで、糾織、施設の充実している研究機関との国際的共詞研究の実施が望ましい

と息われる。
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出張調査報告書

属必氏名

1. 目

2. 期 間

ふ調査国名

七ンター調査情報部研究技術情報官 今泉英太郎

伝資源第一部動物探索評価研究チーム主任研

峰澤満

アフリカにおけるトリパノゾーマ病耐性家畜遺伝資源調

平成元年 11月 11日~1 2月 11日 (3 1日間）

セネガル・ガンビア・ナイジェリア・ケニア・エチオピ丁

4' 日程の概要及び訪問機関

1月11日（土）

12日（日）

13日（月）

14日（火）

15日（水）

16日（木）

17日（金）

18日（土）

19日（日）

20日（月）

21日（火）

22日（水）

23日（木）

24日（金）

25日（土）

2G日（日）

27日（月）

28日（火）

29日（水）

30日（木）

J 2月 l日（金）

東京（成田）出発 フランス（パリ）着

パ！）発 七ネガル（ダカール）着

J!CA (JOCV)七ネガル事務所

七ネガル国立家畜衛生生産研究所、在セネガル日本大使館表敬

ダカール発 バンジュール（ガンビア）着、

国際トリパノゾーマ抵抗性研究センター (ITC) 

国際 l・ リパノゾーマ抵抗性研究センター再

バンジュール発 ダカール着

ダカール発 ナイジェリア（ラゴス）着

ラゴス発 カドナ（ナイジェリア）着

ILCA亜湿潤地帯プログラム、ナイジェリアトリパノゾーマ症研究所

アーマジュベロ大学農学部（ザリア）、

ナイジェリア国立農業研究所（ザリア）

ナイジェリア国立家畜生産研究所（シカ）、

FRIN/J!CA植林実証プロジェク l・(カドナ）

カドナ発 ラゴス着

在ナイジェリア日本大使館表敬

ラゴス

ケニア（ナイロビ）

ケニア日本大使館表敬

国際獣疫研究所 (!LRAD)

l LRAD、 !LCAケニア亜乾燥／トリパノゾ'---マ

ケニア農業開発公社

ケニア国立農業研究所獣医学研究部、

プログラム
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8日（金）

9日（土）

10日（日）

11日（月）

OAU/インターアフリカ動物

ナイロビ近郊農業地帯視察

霊長類研究センター・国立博物館

ILRAD実験牧場

ナイロビ出発 日（出発便運休）

ナイロビ発 エチオピア（アジスアベバ）着

国際アフリカ家畜研究センター (lLCA) 本部、

エチオピア日本大使公邸表敬

l LCAハイランドプログラム（デプレゼイト試験地）

I LCA本部再訪

アジスアベバ発 （フランタフルト経由）

東京（成田）着

5奇行程図 1の通り
リ.‘

 
＇ 

図 l 調西旅行中の飛行行程
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6. 調杏内

A. セネガルの び 源

1) セネガルの概況

アフリカの西端にあり、西は太西洋に面し、北はサハラ砂漠に続く、北緯 12度 30分

~ 1 6度 30分、西経 11度 30分 rv 1 7度 30分の間に位置している。国土は南部のガ

ンビア川に沿って細長くはいりこんだガンビア共和国により 2分されている。北部は平坦

なサバンナ地帯で、南部には熱帯雨林が広がる。気候は雨期と乾期に分かれ、雨期は 6月

から 10月下旬、乾期は 11月上旬から 6月下旬である。北部の年間降水量は300-50
麟、南部のそれは 1.500皿m以上である。

2) 七ネガルに関する統計

面積 196.192km尺人口 661万人(1986)、人口密度 33.7人 /km尺

国民総生産 27.3億ドル (1983)、一人当り国民総生産 440ドル 0983)、

国民総生産増加率 3.8%(1985)、国民総生産に占める農業の割合 29%、

働者人口に占める農業の割合 74%、輸入額86,200万ドル(1985)、

輸出 52,600万ドル (1985)、対日輸出 32億5,127万円 (1986)

対日輸入額45億1.366万円 (86年） 195七イフ丁ーフラン=lUSドル

インフレ率 ll. 8% 人口増加率 2.8%(1983) 識字率男 31%女 14%(1983)
就学率 48%(75%首都圏） 高等教育進学率 1%

3) 七ネガルの政治・社会

1960年に現在の形で独立、七ネガル進歩同盟 (up s) とその後身である七ネガル社会

党 (ps) が独立後一貫して政権を掘っている。非同盟外交を掲げているが宗主国であっ

たフランスとの関係は深い。正式名称は七ネガル共和国、都市人口は総人口の 1/4を占

めアフリカで最も都市化の進んだ国の一つである。住民の33%はウォロフ族で、フルベ族

(17.5%)、七レル族(16.5%)、 トゥクロール族(6.5%)、ディオラ族(9%)、マンリケ族(9%)な

どがある。フランス語が公用語であるが、ウォロフ語も広く話される。住民の大部分はイ
スラム教徒であるがカトリックも多い。

七ネガル川を挟んで北隣のモーリタニアからは乾期になると遊牧民が国境である川を越

えて家畜を連れてきていたが 1988年頃から国境紛争が生じ国交を断絶している。

日本からの経済援助は有償・無償併せて lO 0億円になり、 1988年からアメリカを抜き
フランスについで第 2位になっている。

表 l セネガルの貿易

（世界各国要'¥'i:1987) 
貿易簡(198~年、 Jjl位：百万CFAフラン）

耕 出 粕 入

紐 額 243, l00 総 額 350,300 

主 ピーナッツ製品 56,000 石油製 品 9G,600 
要 燐鉱石 26,400 叫：II 製品 91. 800 
乱 魚介類 48,000 食料品 64,300 
目 紐 花 6,000 他の梢費財 57,200 

塩 4,600 設 vi! IIオ 55,500 

5 -― 



）七ネガルの

主な輸出産品一落

占めるセネガルの製 の

ン鉱 □ ヽ

約20%~

産切も

1) 
← ; 0 

工品。 ランス語圏アフリカのGDPに

5) セネガルの研究機関

七ネガルの科学技術省の組織図は 2図に示した。

その傘下に七ネガル農業研究所 (lnsti tut Senegalais de Recherches Agricoles. !SRA) 

が存在する。 !SRAに所属する研究機関の所在地と組織図は図 3および図 4に示されてし

6 }七ネガル国立家畜衛

セネガル家畜衛生生産研究所は、セネガル農業研究所に所属する研究機関の一つで、セ

ネガル農業研究所の組織については別図に示した。日本から訪問を希望する旨の依頼状を

出していたが、出発するまでに返事は来なかったので、 11月13日に直接研究所を訪問して

所長との面会をお願いした。その日は所長の都合が悪く会うことがでぎなかったが、翌朝

が取れた。研究所はダカールの中心街から少しはずれた所の公的機関が集ま

に恵まれた構内にある所長室で所長のDrら A. Gueyeと会談し、国立

事情について説明を受けた。研究所は、

草生産の 3部門からなり 30名の研究者（七ネガル人 24 
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2) に関す

95295k町、人口 66万人〈 1986)、人口密度 58.4 

l f意5千刀ドル (1985)、国民一人当り国民総生苺 2:30ドル (1985).

1.7%(1985)、産業別労働人口 農業 80%冷

ドル (1984入粕入額 8120万 ド ル (1984)、対日輸出額 900万 ド ル (l

400万心ドル〈 1986)、 7.7ガンビアダラン=1 usドル (1989)、

6.4%(1984)、人口増加率 3や 4%(1!J85)、識字率男砂贔女 12ぷ(1983).

1 

して＼ヽ るが、 しごし、古:'・.。 日本力入ら



のため 償援助が行われてい

入

であ

を が占めし

日輸出は 類さ自

表2 ガンビアの貿易

貿易削(1984年、 111位：百万ダうシ）

（世界各国要甕 19釘）

韻

翰
一

穴
名t
 
ピ ー ナ

魚

ター (1

ールの空港から車で約30分，，バンジュもール

Seringeに ITCは

しているせいか、 また狭い国土のせいか ITCの名前は

港から ITCヘタクシーで向かう。街を仮け主要な道路から

かと思っていると開け た場所に出た。そこが lTCであっ

が並び、ガンビ了の周りの村とは異なった雰囲気が感じられた。 ITCに到着すると、

y Director Dr. 且伸 Tourayらが迎えに出たとのことであった。飛行便の到着時刻の

かうまく行かなかったようで、我々の栗った便の後の便に合わせて !TCを出たようであっ

らが戻るまで時間があるので、 Dr, じ J. Cliffordに実験に使用されているン＇ダマを

始めとずる家畜をみせてもらった。昼食後に、各々の分野の責任者が集まった会議室で℃

ま

トリパノゾー

ア政府の

リノゾ

'' 'I . 一
乏 i



3家畜疾病 4,トリパノゾーマ抵抗性の遺伝の研究が 4つの主な研究プロジェクトになって

いる。この他ツェッエバエのコントロールのための昆虫学的な基礎的研究、研修プログラ

ムも行われている。

ITCの概要

位 置

本部(KerrSeringe) 

所(Keneba)

支所(Bansang)

広さ

30 ha 5 

90 ha 2 

70 ha 4 

室 官舎

1 2 

1 2 

この他Gunjur, Pirang, Nioro Jattaba, Sare Nagiの 4ヶ所に研究フ，｛ールドを持つ。

（図 5)

研究対象となるウシしまガンビアのN'Da旧aの1/5にあたる 55,000頭

研究施設内での飼育頭数 2,000頭

研究施設周辺の村落の飼育頭数 4. 000頭

3 3台の車と、 52台のオートバイにより各施設との間を行き来している。

同研究は lLCA, ! LRADを核とした、アフリカトリパノゾーマ抵抗性家畜ネットワーク

(The African Torypanotolerant livestock Netowork, ATLN)を中心に行っている。 C!AT,

FAO/UNDPの他、 イギリスを中心とした EEC各国、アメリカ、ノルウェイ、スウェ--デン

の 20以上の大学・研究機関と協力関係にある。

少しずつ異なる環境下にある 3施設、 4研究フィールドを利用して、ツェッエバエ言い

換えるならばトリパノゾーマの攻撃の程度によって、 トリパノゾーマ抵抗性のウシと感受

性の牛の間で生育特性、生産性などの変化がどの様に異なるかを比較している。 トリパノ

ゾーマ症の蔓延している中での薬物投与や、乾季の餌不足の時期における農業副産物によ

る栄養補給などの影特についての研究も続けている。 トリパノゾーマ抵抗性の遺伝的な基

礎を明らかにするために、ナイロビの lLRADヘン＇ダマの血液サンプルを送り白血球型を調

べ、 トリパノゾーマ抵抗性に関係ある白血球型の有無を検討している。また、 トリパノゾ

ーマ症に関するより精密な実験を ILRADで行えるように、 ITCにおいてン＇ダマの受精卵

（胚）を採取・凍結し、ナイロビに送っている。百余りの凍結胚を送り 4頭が生まれたと

のことであった。ツェッエバエに関係する研究では、 ツェッエバエの密度とトリパノゾー

マ症出現との関係、雨季と乾季におけるツェツェパエの分布と牛群の移動コースとの関係

などの研究が行われていた。

ン＇ダマの第一仔出産時の母牛の月齢は平均して約 23カ月で、その後の出産間隔は 12カ

月とのことである。この数字を西アフリカのゼプーの第一仔出産25カ月半、出産間隔 13カ

月半と比較すると、効率の良いことは明かであろう。体重に関しては 4オ時の雄のン＇ダ

マで400kg以上になるものがいるが、ゼプーでは 650kgに達するものがいる。しかし、他の

トリパノゾーマ抵抗性のウシ品種のムツル、 ラグネ、ケタク、ボルグの雄が300kg前後であ

るのと比較すると、 トリパノゾーマの存在する地域においては、ン＇ダマが非常に生産性

の高い牛であることは明かであり、ン＇ダマ牛が非常に大きな期待の下に ATLNの各国で研

究されている所以である。

~― 12 
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6) ガンビア及び !TCの

ガンピアは非常に狭い国であり、これといった地下資源もない国で、国としては観光に

力をいれているように見受けられた。セネガルのダヵ-・ゎルと比較すればガンビアの首都バ

ンジュ・-ルは田舎である。そのせいか、一般の人々はのんびりとした感じで観光客でも

して出歩ける印象を受けた。 !TCも海岸のリゾートホテルのすぐ近くにありゆったりとし

た環境にある。大統領が獣医出身者ということで，大統領が肩入れした形で !TCは設置され

ている。 ITCはガンピアにおいてかなりの重みを持つて存在しており、 ン＇ダマはガンビア

の生産物の一つの目玉として位置づけられているようだ。ただ国民自身はより大きな牛や

畜を好みホワイトフラニなどの牛や大格家畜の導入を独自に試みている。ン＇ダマ自

はこの国の環境に適しており、生産性をガンビアの環境下で比較すると全体としてゼプ｀ー

より良い結果を挙げているが、目先の大きさからみるとゼプーに負けてしまう。国民に対

するン＇ダマの優秀性を広めていく必要性とともに、ン＇ダマを利用したより生産性の

い牛の育種の必要性を感じさせられた。

c. ナイジェリアの畜産及び畜産資源調

1) ナイジェリアの概況

西アフリカの東端に位置し、アフリカ最大の人口を有する連邦共和国。ギニア湾に面し、

カメルーン・チャド・ニジェール・ペニン 4国と国境を接している。気候は海洋気団の

でギニア湾沿岸部では年間4,000肛におよぶ降水量に達するが、北に行くほど乾燥する。

南部では一年中降雨がある熱帯雨林気候、中部・北部では雨季と乾季が分かれるザバンナ

気候になる。それにともない南部には熱帯雨林が発達し、中部以北ではサバンナが多くみ

られ、最北部では半砂漠も出現する。中部・北部では雨季は6-9月、乾季 10-5月である。

2) ナイジェリアに関する統計

92万3768km尺人口 9852

民総生産 773億8000万ドル (1982)、一人当り国民総

国民総生産増加率 2。4%(1985)、産業別労働

輸入額 147億7000万ドル＼輸出額 165億6100

日輸出額 526万ドルゞ

ル (1g 82)、

l 9%サービス

3億4598万ド）Hl987L 

4 6%女 23%(1983),

ヽ“ん.，ふ

は

（＝フルベ）

,, ハウザ 忍ぶ4ヽ

まで



た。その後も部族対 世界石油市場の悪化による経済危機などから、現在に至っても

情は不安である。

日本との経済協力は灌漑計画、漁業振興などに有（貨令猟償400億円以上の

いる。専門家旅遣、研修員受け入れ、 日本企業の進出が行われている

がなされて

4) ナイジェリアの経済

石油に大ぎく依存しており、石油の国際価格の変動により経済状態が大きく影籾を受け

る。主要輸出品には原油、 ココア、錫、ココアバクー、パーム核（オイルパームの核パー

ムオイルの原料）、生ゴムがある（表 3)。対日貿易は輸出は魚介類、輸入は自動車冷鉄

鋼などがある。

表3 ナイジェリアの貿易

貿易領(1983年、り1位：百刀ドル）

（世界各国要虹 1987)

怜 出 翰 入

総
節 IL 118 総胄〗«I "!:ii・"' ! 主 原 油 10,142 機械機

要 コ コ ア 35! 加工製

品 パーム核 19 食料

目 化学

5) I LCA亜湿潤地帯プログラム、

カドナ市内のオフ｛スにおいて Dr. R- von Kaufmannより説明を受けた後、 Dr、 R. I. 

Manniの案内で郊外にある試験地 3カ所を見学した。カドナ周辺においては家畜のトリパ J

ゾーマ症は無視し得る程度であるせいか、目にしたウシはホワイトフラニなどゼプー系の

ものであった。カドナ周辺の畜産にとつて大きな問題は、殆ど全ての面での土壌条件の

さ、 6カ月の乾期における餌不足であるとのことだった。表土の厚さは20二程しかなく℃

その下が硬い地層（ハードパン）となっており、植物の根が深く入らず引っ張るとすぐ

＜耕す必要がある。ナイジ

＜耕すことをしていない。畜力で鍬を引き

に着目し洛バレイにおしヽて

性が高く、 トリパ Jゾ

の7.5%に相当するインラ

する農業技術体系の確立も t:1指し

只＂
・
~



7-7. 5%という値はサプサハラ地域における雨期の低湿地帯の割合とほぼ一致しており、畜

力利用を含むシステムの進展はアフリカ半乾燥地域における農畜産業の生産性向上に大き

な影秤を与えるものと思われる。

ナイジェリアのライプストックバイオマスの約80%を牛が占めている。西アフリカの代表

的遊牧民であるフラニ族の定着化が北部地域において多くみられ、南への進出が増えてい

る。そのため、両者の間の土地利用に関する磨擦も生じているが、牧畜民側では乾期にお

ける餌不足を補うための作物残漆の利用、農民側では農作物生産性向上のための厩肥の利

用を通して、フラニと一般農民の間に種々の社会経済的関係が生まれつつある。畑地に残

る作物残i査を一定期間ウシに食べさせ、その間畑地に落とされた糞尿を肥料として使用す

ることにより収量が 25-115%増加したとの結果の報告もある。 このため、 ILCAでは、畜

力利用も含めた形でCrop-Livestockinteractionsを研究対象に含まめている。フラニの飼

育している牛はホワイトフラニ (WhiteFulani)もしくはプナイジ (Bunagi)と呼ばれる白い

ゼプー系の牛で 2カ所の試験地で飼育していた。七ネガルの場合と同様、ナイジェリアに

おいても北の方の家畜が南のものと比較して大きいとのことであった。

6) ナイジェリアトリパノゾーマ症研究所 (NITR)

カドナ市内のいかにもその歴史を感じさせるような研究所の所長室で所長の Dr. Y. 

Magajiより資料を基に説明を受けた。 1950年に西アフリカトリパノゾーマ研究所 (West

African Institute for Trypanosomiasis Research)という名称でイギリスの 4植民地政

府ナイジェリア、ガーナ、シェラレオーネ、ガンビアを対象として設立された。人、動物、

昆虫等、 トリパノゾーマ症に関連する全ての現象を研究対象としている。各国の独立によ

りナイジェリア以外の政府が次々に手を引き、 1964年以降現行のように名前を改めナイジ

ェリア政府の下で現在に至っている。 1975年Agriculutural Research Councilの下で、第

2の疾病オンコセルカ症 (Riverblindness) が研究対象として加えられた。

現在研究部門は以下の 5部門あり人のトリパノゾーマ症を中心とした研究が行われてい

る。

a. Biochemistry and Che皿otherapy

b. Entomology and Parasitology 

c. Pathology, Epidemiology and Statistics 

d. Veterinary and Livestock Studies 

e. Library, I nfor皿ationand Documentation 

カドナ（カドナ州）にはEntomology, Epide田iology, Pa tho logyの各研究室があり、ボム

（プラトーステート）にはBiochemistry. Parasitology, Vetrerinary and Livestock 

Studiesの各研究室がある。アフリカ全体で 23種のトリパノゾーマを媒介するツェッエバ

工がいるが、そのうち 11種が南部ナイジェリアに存在し、北部には 6種存在する。全て

の種が動物に感染力を持つが、そのうち 2種が人畜共通の感染力を持つ。患者の死亡率は

2~3%である。

動物のトリバノゾーマ症の症状は、罹患個体の栄養状態・健康状態・遺伝的抵抗性の状

態及び、 トリパノゾーマ病原虫の病原性の強弱などの要因のにより様々である。重い症状

の時は死亡する。牛の場合治療が行われた場合2.8%~ 10%、治療が行われない場合は、 50%

にも達することがある。豚 l令リパノゾーマ症の場合は 100%死亡することが一般的である。

l6 -
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工

iナlば℃

としては、 l・ 

＇ダ‘マ、ムツルの

には、 ツェッエバエはどこにでも分布しているが、乾季には水のある地域にしか

しない。気候の変化（温暖化）に伴い40年前にはツェッエバエのいなかったプラトー

にツェッエバエが

7) ナイジェリア国立農業研究所（ザ 1)

ザ I) アは冷 力 F・ナから車で約一時間のところにあり、農業研究機関が集中して存在して

おり、ナイジェリアの農業研究の中心地の一つとなっている。

この研究所の前身は 1922年ナイジェリア北部地域の農業研究部門の本部として誕生した。

砂 5年6名の研究スクッフによる最初の研究室ができ、 1962年 10月アーマジュベロ大学に

され農業研究所(IAR)として誕生する時点では 50名の研究者を擁していた。 IARは北部

の自然資源省と共同で北部各州の農業研究の遂行に責任を負っている。研究方針は知事

の研究所理事会により決定され、研究プログラムは各分野および学会の理事会の補助を得

て履行される。 !ARの現在の研究者数は 125名(1984)を数えるほどに大きくなっている。管

理部門 l、研究部門はAgriculuturalEconomics and Rural Sociology, Agricultural 

Engineering. Agronomy. Crop Protection, Plant Science, Soil Scienceの 6部門、支

所・実験地はKano. lt!okwa, Kadawa. Bakura. Yandevの 5カ所にある。

10のプログラムが行われている。プログラムの内容と参加研究者数は以下の通り

プログラム名 対象

Cereal Research Program皿e

Oilseeds Research Programme 

Fibre Research Program皿e

Sorghum, Millet, Maize, Wheat. Barley 

(Committee Members 17, 参加研究者数44)

Groundnut. Sesame. Sunflower 

(Committee Members 11. 参加研究者数26)

Cotton, Kanaf. Roselle 

(Committee Members 9, 参加研究者数22)

Grain Legumes Research Programme Soybean. Cowpea 

(Committee Members 12, 参加研究者数28)

Horticulutural Crops Research Programme Onion, Tomato, Pepper. Okra, Citrus, 

Mango, Grapes, Melon 

(Committee Members 9, 参加研究者数23)

Soil and Crop Environment Research PrograHe Soil Fertility and Manage田ent,

Crop Environment, Soil Survey 
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(Com図ittee Members 11. 数36)

Agricul tura、lMechanization Research Progra日me Machinary Evaluation, Machi nary 

lrrigation Research Progra訊me

Development. Machinary Management 

(Co凪凪ittee Members 10, 参加研究者数32)

恥aterResources Development And Management, 

Irrigated Cropping Systems, Environmental 

l皿plicataionof Irrigation 

(Committee Members 14, 参加研究者

Farming Systems Research Programme Cropping Syste皿s, Farm 

Agricul turnl I nsti tut ions. Social Structure, 

釦 scellaneousProjects 

(Co麟 ittee Members 10, 参加 者数41) 

Food science and Technology Research Programme 

(Committee Members 10. 参加研究者数18〉

この他に支援部門として、 DataProcessing Unit. States Experiments Unit. Library 

and Documentaion Service. Meteorlogical Service Unit, Publication and lnforma・ 

tion Section. Agricultural Estate Unitが存在している。

農業研究所はアーマジュベロ大学の構内にあり、研究施設、人事交流の面でも洛農学部

と一体化している。この十年は研究費の不足から、研究の質・量ともに低下していること

は否めない。 1989年11月現在で1984年のAnnual Reportが出たところである。資料を受け

り簡単な説明を受けた後、早々に同じ構内にある農学部に移った。

8) アーマジュペロ大学農学部（ザリア）

副学部長のDr. T. K. Afalaに農学部の説明を受けた後、 AnimalScience学科へ移動して

教授達から説明を受けた。 1962年に 3学科で発足唸現在のような 6学科になったのは 1965

農学部は以下の 6学科で構成されている。

Agronomy 

Animal Science 

Agricultural Economy and Rural Sociology 

Plant Science 

Crop Protection 

Soil Science 

農学に関係ある学科としては冷この外に工学部Cl)Agricultural engineeringがある。

出身校がSecondarySchoolの場合は修業年限が 5年，, High Schoolの場合は 4年となってい

る。最後の 1年のみ専門に分かれるが、それ以外の年は一般の農学教育を受ける。

Animal Science 

1965年農学部が 6学科になったのに伴い発足した。 1975年に National Animal Produ・・ 

ction research lnstitute(NAPR!)がDept. Animal Scienceの中に設置された。 1976年に

NAPRlが独立し、大学は主に教育、 NAPR!!ま主に研究というように機能が分けられた。

13名の椴官， 2名の技官のスクッフからなり、 1988年の在籍人学院生 26名（内 16名が

-1B 



いものが多く

りperationを

9) ナイ

、博 10名冷

を

earch Stationと当時から呼ばれていたが、ア~・ マ

のsecondsもmesterからの

と幅

に行っているもの力＼あまり

の施設の見学を

に Shika

stitute for Agricultural Reseach and Special Servicesと名称を変えた。 1975年には

ーマジ"'・ ベロ大学農学部の I.A. R. から離れ独立した。 1976年には NationalAni皿alPrか

duct ion Research lnsti tuteとしてア・-マジュペロ大学の支配下にはあるがナイジェリア

政府直轄の研究所として独立した。 Shikaにある本部の他、 Turata!ilafapa (Sokoto 

State), Otukpo <Benue State), Ubiaja {Bendel State)に支場を持つ。組織図は図 6に

した。家畜の生産に関してはナイジェリア唯一の研究所で、家畜（ウシ忍ヒッジ崚ヤ

・ニワトリ・プタ）および飼料作物の応用的研究を

1985年現在の部門と研究スタッフは以下の通り

部門 12

Cattle Production 研究スタッフ 10名

Dept. Small Ruminant 研究スタッフ 5

Dept. Poul try and Swine 研究スクッフ 9名

Pasture Agrono皿y 研究スタッフ 13名

Dept. Animal Reproduction and Artificial Inse田ination 

研究スタッフ 16名

Livestock Economics and Rural Sociology 

研究スタッフ 5名

肉用牛生

研究、

乳製 ン＇ダマ牛増殖・改良研究、羊・山羊の

・繁殖及び人工受精研究、

クトは図 7に

- 19 
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Directory of Progrn 

of NAPRI 

Program: Indigenous Beef Cattle 

Production Research 

Projects 

i. Evaluation of indigenous breeds of cattle for 

beef production in the,r specific ecologic叫

zones, 

2. Genetic improvement of promising breeds by 

selective breeding 

3. Nutritional studies on growth and repro・ 
duction of beef cattle on range with minimum 

supplementation. 

4. Compara,ive studies on different systems of 

feedlot fattening of bulls. 

5. Economics of beef production and studies on 

marketing 

6. Socio• economic studies on beef production. 

Program: Dairy Production Research 

Projects 

1. Development of dairy herd by crossbreeding 

indigenous cattle with an exotic dairy breed 

2. Nutrition of the growing and lactating dairy 

cow. 
3. Research on environmental physiology to 

assess the effect of climatic and other factors 

on milk production and ways oi overcoming 

them 
4. Establtshment of a milk processing facility fo, 

studies on milk processing. dairy products. 

and quality control in relation to local needs 

Program: N'dama Cattle 

Multiplication and Improvement 

Projects 

1. Comparative studies on the production 

potential of indigenous trypano• tolerant 
breeds and their evaluation against N'dama 

2. Research on trypano・tolerance and methods 

of enhancing this trait 

Program: Sheep and Goat 

Improvement and Production 

Research (Indigenous breeds in the 

Savannah and Humid Zones) 

Projects 

1, Evaluation of the performance of indigenous 

breeds of sheep and goats 

2. Genetic improvements of promising breeds 
by selective breeding 

3. Assessment of the nutmional requlfements 

during the different stages such as growth, 
pregnancy and lactation. 

4. Evaluation of local ingredients and formula1ton 

of economic rations based on local feedstuffs 

5. Development of a commercial ram feedlot 

scheme and assessment of economic via-
bility. 

5. Socio-economic studies on rural sheep and 
goat fa,m;ng 

Program: P砂 !tryProduction 

Research 

Projects 

1. Development of National Poultry Founda11on 

stock for production of grandparent and 

parent stock locally and thus minimise day・ 

old chick importations 

2. Research into different management practices 

and housing methods for economic pro-

duct ion 
3. Determination oi nutrient requirements of 

chicken, turkey, ducks and guinea fowl 

4. Investigation of the utiliza!1on of locally 

available ingredients ,ncluding agro・induSlnal 

by・produqs for economic ration lormulat,on 

Program: PastヽireAgronomy and 

Fodder Production 

Projects 

1. lntroduct,on and evaluation of new spec啜

var,et1es. and cult1vars of grasses and 

legumes. 
2. Research on agronomic practices for opい

mizing productivity and quality forage 

3. Establishment and management of grass/ 

legume swards and 1ntroduct1on of forage 

legumes into cereal crop cul11vations 
4. Evaluation of browse plants and propa9alion 

of promising types 
5. Range 叫 ud1es on methods of 1mprov11ヽ9

animal producuon from range 

Program: Improvement of Genetic 

Potential, Reproductive Efficiency 

of Livestock and Extension of 

National Artifica! Insemination 

Projects 

1. Expansion of the Central Artilical lnsem,nat1on 

centre in NAPRI to provide A. I. services to 

other states 

2. Investigations on reproductive hormones to 

determine factors lim1t1r1g reproductive 

efficiency in all classes of livestock 

3. Development of techniques for 1rnprovi11g 

reproductive performance of ruminants 

suitable for extensive and intensive・pro-

duction systems. 

4. Research ,nto productive diseases of all 
livestock species 

Program: Swine Production 

Research 

Projects 

1. Selecttve breeding of improved breeds of 

pigs with a view to supplying selected boars 

to farmers 
2. Nutritional studies to determine the nutrit,onal 

requirements of pigs and to evaluate the 

usefulness of local feedstuffs in p,g pro-

duct ion. 
3. Research on the management and economics 

of p,g pro due tion 

図 7 ナイジェリア国立家畜研究所 の 研 究 プ ロ グ ラ ム お よ び

それにかかわるプロジェクト
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二

な敷地の構内

リをみせても

プー菜のプ めヤギ、フダ各
べヽ
l.' 

のものがみられた。ヤギは毛色の揃った在米のヤンカサを見る、ごとがでぎたが、

ニワトリについては在来のものはみられなかった

1 0) FRlN/JICA伯林実証プロジェクト（カドナ）

日本から旅遣された専門家のチームリーダーニ澤安彦氏の案内で試験地の見学を

プロジェクト全体はナイジェリア科学技術省の責任の下に、ナイジェリア林業試験場長を

ロジェクトリーダーとして事業が進められ、 日本からは 6名の専門家が狐遣されている。

ロジェクトの期間は 1986年 8月から 1991年 8月の 5年間に渡るもので、カドナ市近郊（f）

を対象として 700haにおよぷ造林事業が行われている。プロジェクトの目的はこれま

森林造成の実績が少なく、困難の多い半乾燥地域しおいて大規模な森林造成を行い冷そ

の過程で造林樹種、造林方法などの技術的分析と費用の調査を行うとされている。

計

度 1987 l 988 1989 19 90 計 ユーカリ 4 

業化試験区 25 277 17 8 170 500 2 

精 試験 18 32 50 林 2 3種

ホ 林 40 40 

計 (ha) 25 245 250 170 690 

設零機械

畑 6,480吋 288ペ 卜 道 18. 5km 

管 棟 588m: 各種 業舎： 理

アース⑪ ダム 16, 400m 山火事 り塔 2基

プルドーザー 3 ファーム・トラ ター 3台 4 tトラック 2 

ピック・アップ 2台 ランドクルーザー 6 マイクいパス 1 

ナイジェリアの森林面積は約1言 640万haで国土の 18%にあたる。コートジボアールに次い

い年率4%におよぷ森林の減少が続いており、早急に森林の保護および植林などに

森林の復旧を計る必要がある。北では薪用の樹木の伐採、過放牧が、南では焼畑が

の大きな原因となっている。南と北で原因に違いはあるが唸いずれも人口の

林の減少に影籾を与えているとのことであった

l l) ナイジェリアの畜産の現状と問題

ナイジェリアの家畜生産に関する主要な問題は、栄養と疾病の二つである。北と南では

性が異なり，, 北では乾期の飼料不足の比重が高く、南ではツェッエバエによるトリパ

ゾーマ症が主要な問題となっている。ナイジェリアの家畜の主要な疾病については表 4

されている。過放牧と焼き畑によい、家畜の飼料用草地が減少している。 しかし、

を適正に行えば現在の草地面概でもより多くの家畜を生産することが可能で℃

う
―?‘] 
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表 5Forage legumes adapted lo !he savannah如心

Species 
． 

A/ys,carpus glumaceous 

A. vagina/is 

Atlyosia scarabaeo,des 

Cajenus cajan 

Calopo9anium mucunoides 

Cen <rosema plumie11 

Centrosema pubescens 

Ci,toria ternatea 

Crotalaria poul,na 

C. retusa 

C. spectabit,s 

C. 9oreerms 

C. anagyroides 

Desmod,um 9yro1des 

0. iniortum 
〇.lasヽocarpum

D. scorpヽurus

D. ramos,ssimum 

D. uncinatum 

Dolichos lab lab (Lab lab purpureus) 

Glycine wightii 

Glycine max 

lndi9ofera endecaphylla 

I. hirsuta 

I. retroflexa 

I. suflruriscosa 

Leucaena leucocephala 

Med,cago scurellata 

Phaseolus lathyroides 

Macroptilum atropurpureus (s1ratro) 

PueriJr,a phaseolo,des 

Sesbania ae9ypt1ca 

Stuolobium deerin91anum 

Sty/osanthes bo1e11 

S. guyanens,s 

S. hamata 

S. humilis 

S. scabra 

Stylosanthes v1scosa 

Sphenostyt,s schwemlurt/111 

Tephrosヽacaud,da 

T. vogelli 

TerBmmus labialts 

T。uncinatus

Trifolium fragilerum 

T. subterroneum 

T. incarnatum 

T. rueppelianum 

T. cheranga, ヽens1s

T. usambarense 

匹 namarina 

Vi9na unguヽculata

Zamia diphylla 

Z. gloco,dヽara

! = Good 
2 = Farr. 
3 = Marginal 
x = Indigenous. 

- = Either not sown or no records taken. 
S.G.S. = Southern Guinea Savannah. 
N. G. S. = Northern Guinea Savannah 

S S. = Sudan Savannah. 
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の改良造成も可能になる。 Stylosanthes!Ju日ilisを中心とする豆科牧草の利用が考えられ

が前述したように多くの研究機関で進められている（表 5)。現状では、外

牧草を中心に・研究が進められ、ナイジェリア原産の豆科植物についての研究は遅

れている。ナイジェリア国土の75%がツェッエバエの生息する

的にツェッエバエの生息するところで＼残りは 1年中ツェッェパエの見られる

ている），，植物の生産に適した地域はここに含まれている。ナイジェリアにおいても

の生産性を上げる鍵はトリパノゾーマ症をいかに克服するかにあるといえよう。

l 2) ナイジェリアの印象

ラゴスの空港に着いて空港の建物の中に入ったとき、二澤氏の手配してくれたエージェ

が入国管理のところまで入ってきて、ごったがえしている人の列を横目に、入国管理、

関もわぎから抜け出すことがでぎた。我々より早い便で到着したと思われる同じ人の

にいた間中、繰り返し呼び出されていた。エージェントがいなかったら我々も同

様長時間辛抱しなければならななかったと納得できる(らいの列の進みぐあいであった。

ナイジェリアの物価や治安について苓ナイジェリアを訪問した経験のある人から、出発前

に、さんざん面かされた。良い話は全くといっていいぐらい聞けなかった。物価に関して

は、ナイジェリア経済が石油でうるおつていた 1ドル=1ナイラ時代の日本の基準からみ

ても物価が高かった頃の印象に甚づくものであった。実際はナイラの価値が下がり (l ド

ル::::7ナイラ）インフレが進んでいるため、ナイラの下落分まではいかないが、その分旅

にとつて生活し易くなっている。大学や研究機関は別として、人と人の関係について

は人より先ず金銭が悛先するという感じを受け、余りよい印象を受けなかった。例えば、

ラゴスのホテルを予約するには、先ずホテルの基本宿泊料金を宿泊日数分全額払い

む必要がある。 しかし、ホテルに泊まる際には、予約金を宿泊料金の一部として使用する

ことは認められず、改めて基本宿泊料金プラス aを前渡しすることを要求された。予約金

は滞在が終わり清算が終わった段階で改めて請求して受け取るというものであった。我々

の予約金の回収に 3時間かかったとのことであった。空港においてもオーバーブッキング

は当り前リコンファームをしていても、 4~5時間前に空港に行っていなければ確実では

ない。しかも直前になるまで受付カウンターが明確でなく、客が右往左往している。エー

ジェントが幅をぎかし横からするするという感じで搭乗券を受け取っていく。搭乗券を受

け取った後も、最終の搭乗待合室に行くまでに 5重の関門を通り抜けねばならない。危険

のチェックと言うよりは、旅客の統品のチェックのために関門が設けられているという

印象であった。ホテルといい、空港といい、その国の玄関とも言えるところである。これ

らの場所の印象を良くしない限り、ナイブェリアに進んて旅をしてみようという人は出て

こないのではなかろうか（空港で l0ドル巻ぎ上げられたもののひがみとしても）。

D, ケニアの畜産及び畜産資漁調責

l) ケニアの概況

国土のほぼ中央を赤道が横切り、北緯 4度40分ー南緯 4度40分、東経34度ー42度に位

している。エチオピア、ソマリア、スーダン ウガンダ タン‘サニアの 5カ国と国境を

接し、南東部でインド洋に面している。標高900mを境に低地ケニアと高地ケニアに分ける

、
,9
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ことが出来る。低地ケニアは狭い海岸平野とその背後の高原が含まれ海岸地帯を除けば

が少なく人口も希薄である。高地ケニアは国の南西部を占め温暖で降水に恵まれて人口か

集中している。 3-5月の大雨期と 11月の小雨期の 2回の雨期と、 1-3月と 7-8月の 2回の乾期

を持ちサバ>ナを発達させている。降水量は低地ケニア北東部で約250mm、高地ケニアでは

約 1500mmとなってしヽる。

2) ケニアに関する統計

面積 582,646km尺人口 2116万人、人口密度36.3人/km尺

国民総生産 49. 4億ドル (1983)、一人当り国民総生産 300ドル (1983)、

国民総生産増加率 5.5%(80-83年平均）、産業別労働比率 農業 79%、

輸出額 95800万ドル (1985)、輸入額 143700万ドル (1985)、対日輸出額 1300万ドル (1986),

対日輸入額 17100万ドル (1986)、21.5ケニアシリング=l USドル (1989),

インフレ率 12%(1985)、人口増加率 4%(1983入識字率男 60%女 35%(1983)、

高等教育進学率 1%、

3) ケニアの政田會

正式名称はケニア共和国 1963年 12月にイギリスより独立、 1964年 12月共和制へ移

ケニア・アフリカ人民族同盟 (KANU) のケニャッタが大統領として選出された¢ ケニ

ア人民連合 (KPU) の非合法化により 1969年より事実上の一党支配体制となった。 1978

ケニャッタ大統領死後も、 KANUのモイが大統領を引継ぎ現在に至っている。

口の 3/4が腹業に適した地域（国土の 10%) であるナイロビ特別区、中央州冷ビクトリ

ア湖岸のニャンザ州、東部の海岸州に集中している。多数の部族が居住し複雑な文化的背

景をみせている。バンツー語系ーーキクユ族(320万）、ルヒヤ族(212万）、カンバ族(173万

）など、ナイル語系ーールオ族(196万）など、パラナイル語系ーーカレンジン族(165万），マ

サイ族(24万）、 ツルカナ族(22万）など、 クシ語系ーーレンディーレ族、ボラナ族などがあ

る。パラナイル語系、 クシ語系には牧畜民が多くみられる。アジア人、白人、アラプ人の

総人口に占める割合は、それぞれo.4%、o.3%、o.4%で都市部・海岸部に多く居住している。

タンザ｀ニア、ケニア、ウガンダの間で1967年に東アフリカ共同体が結成されたが、 1977年

に崩れている。ケニア北東州の帰属を巡ってソマリアとの紛争が絶えない。

日本とケニアの間には著しい貿易不均衡がみられ、 日本からの輸入が 10倍以上となって

いる。日本はサハラ以南のアフリカとしては飛大の 2国間協力の供与をケニアにしてきて

しヽる。

4) ケニアの

国内総生産(GDP)は1964年から 8!:i年にかけて実質10倍となり、一人当り所得もこの間 4

になっている。基幹産業は GDPの1/3を占める農業で、輸出額の 1/2以上が農産物である

（表 6)。国内食料は干ばつ等自然災害がなければ、ほぽ自給できる体制にある。製

・サービス業の占める割合が増加しており、工業は東アフリカで最も発達している。サー

ビス業は野生動物の観光を中心として外国人観光客を集めている。

従来実権を握っていたイギリス人、 インド人から、ケニア人への経済上の実権の移行は

な形で進行しているが、ケニア人の中での所得の格差が生じてぎており、民族問題も
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からんでしばしば政治問題化している。

表6 ケニアの貿易
（世界各国要既 1987)

貿昇制(1983年、 Jll位：百万ドル）

怜 出 粕 入

総 簡 975 総 顧 1.274 

主 コーヒー 160 原 油 288 
要 紅 茶 123 工業川機械 138 

品 石油製品 I 18 鉄 鑽

'" J 
目 セメ ン 卜 24 自動車 32 

バイナッブル 20 肥 料 25 

5) 国際獣疫研究所 (!LRAD)

熱研からの旅遣職員の木嶋直人氏の案内で、所長のDr. A. R. Grayその他のメンバーと

の面会、 lLRAD施設の見学を行った。 lRLADは世界の食料生産に大きな影摺を与えている

の疾病を安全、効果的かつ経済的にコントロールする事を目的として 1973年ナイロビに

設置された。 1976年にケニア政府からナイロビ郊外のカベテに70haの敷地の提供を受け、

実験室およびの支援設備の建設が始まり、 1978年に現在の施設が完成した。 !LRADの研究

象は、 2つのアフリカ特有の原虫症、 イーストコーストフィーバー (ECF)とトリパノゾーマ

症である。 ECFは、ダニに媒介される Theile旦旦匹い逗によって引き起こされ、発病後 2週

間で死亡する。感受性のある牛の死亡率は処置をしない場合90%にも達する。牛、羊、山

畜水牛が発病する。 トリパノゾーマ症はツェッエバエにより媒介され、牛、羊、山羊、

ラクダ、 ロバ、ウマ、プタに感染発症する。経済的にみて重大な意味をもつトリパノゾー

マは、 l互江~anozoma 豆坦距しlensi s, I・ ill虹、と I- bruceiの 3種である。

iLRADの施設は 7研究室からなり、竜子顕微鏡、放射性同位元素及び、放射線照射設備、

図書室会議室、事務室、実験動物・ツェッエバエ・ダニ繁殖施設、試薬調製室、施設管理

作業室、輸送管理施設を備えている。この他、官舎、食堂、娯楽設備、学生・ビジターの

ための宿泊施設が構内に設備されている。家畜のための農場も構内にあり、 500頭の牛、

4 00頭の山羊・羊の飼育ができる。ナイロビ｀から約 1時間離れたカピティに 13.OOOhaの牧場

を有し、ボランの繁殖を行っている。

IRLADの主要研究室は

Biochemistry/Parasitology of Trypanosomiasis 

Biochemistry/Molecular Biology 

Cell Biology 

I皿囚unobiology

Parasitology /Thei leriosis 

Parasitology/Epidemiology of Trypanosomiasis 

Cellular l訊皿unology/Pathology
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Grayの話の中では

同研究はこれに

営については各

したことは、 !RLADはかなり明確な研

ったものしか受け入れる余地がないことである。

｛ネーターの意向が大ぎく

の長期滞在の研究者については、ケニア

があるが、 3カ月より短いものについては問題が少ない。直接 lRLADの

くても受け入れられ易く.. 試料収集のような形の受け入れもあり得るとのことである。

Dr. T. T. Dolan(Senior Scientist)から ECFについて説明を受けた。 ECFは12カ国（図 8)

で観察されているが、経済的な理由から殺ダニ剤の使用を十分にすることがでぎず冷ダニ

の分布域の拡大と共に ECFそのものの分布が広がっているとのことであった。 ECr'の分布地

に古くから飼育されでいる牛では抵抗性がみられ幼時死亡率は 5%ぐらいであるが、新た

に導入された品種では 90-100%の死亡率がみられる。 !LRADでは ECFのワクチンに関する

が行われているが、タイレリア原虫の抗原蛋白の変異性が非常に高いために、有効なワク

は、いくつかのタイレリアの系統をミックス

を試みる方法が採られ成果が上がっている地区も見られている。 しかし地方毎に

在する原虫の抗原性が異なり、地方毎にミックスの中味を変えるなど沈実用化までに

に検討が必要とされている。ワクチン、化学療法、ダニの駆除法等の組合せにより、簡

で経済的にも適用できる方法の検討が !LRADを中心として続けられている。

Dr. A. J. Musoke. Dr. S. P. Morzaria およびDr.'I/. I. Morrisonより ECFについての

を伺った。タイレリアの系統を DNA、蛋白を指標にして見分けようとする研究が行われて

いる。タイレリアの染色体数は 4本で、パルスフィールド竜気泳動法を用いることにより％

個々の染色体を分離して研究を行っている。牛そのもののタイレリアに対する抵抗性・

受性のメカニズムについての研究では、主要組織適合性抗原の構成により感受性が左右さ

れることを明らかにしている。

Dr. P. R. GardinerおよびDr. A- J. Tealeからトリパノゾーマ症についての話を聞いたぐ

トリパノソ,・-~er原虫がツェッエバエにより家畜に感染した後、感染の初期段階で免疫系に

より認識される抗原の変異性が非常に大きく T. bruceiだけで 200-300の変異が観察

されている。 この抗原は易変表面抗原(VariableSurface Glycoproteins. VSGs)と呼ばれ

るもので、 トリパノゾーマ原虫が体内に進入した後にも短時間に次々に抗原性を変化させ

る。そのため、感受性動物ではその変化に対応しぎれず発病していく。このトリパノゾー

マ原虫の特異な性質のために、 トリパノゾーマ原虫に対して有効なワクチンの開発が遅れ

ているともいえる。 I、リパノゾーマそのものの研究としては、発育の各段階の cDNAのライ

プラリーを用いての生活史の研究、代謝の研究等が行われている。宿主とトリパノゾーマ

虫の相互作用の研究では、ツェッエバエによる動物の皮膚へのアクックの際にトリパノ

ゾーマ原虫が進入し、その場所に大きな炎症による Chancreができる。 トリパノゾーマ

の薬剤治療の後、 Chancreができなかった動物では再感染の際の抵抗性ができない。この

ことから感染防御の第一段階として皮Jtij'レベルのものが挙げられる。血管に直接トリパノ

ゾーマ原虫を注入した際の、感受性牛と抵抗性のバッファローの間での比較では血流型の

トリパノゾーマ原虫0)出現時期が抵抗性のものの方が遅く皮膚レベル以外の防御システム

の存在が示唆されている。ハッカネズミを用いたトリパノゾーマ抵抗性・感受性に関する
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巳] Distribution of 
Theileria parva 

図 8 アフリカ東海岸熱の病原微生物の地理的分布

(Dr. Dolan提供）
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Kil を訪ねたC ADCは、 1965年に され、ケニア の

っている。 ケニアの政策に則った. ComplexesもしくはFarmsと

を行っている。国営農場の多くは, Trans NzoiaおよびNaku

にもいくつか存在している。主要な農作物であるトウモロコシ、

オオムキ＼ハダカムギ、エンパク、サトウキビ＼果樹等の種子牽

にADCが関与している。

産について

乳用牛：血統登録されたフリージアン、エアシャー、ジャージー、ガーンジー、プラウ

ンスイス、サヒワールを飼育・選抜・洵汰しており、ケニアの種々の環境に適した

の検討・改良•生産を行っている。高温・半乾燥地域における適応乳牛は、しザヒ •;J 如ールと

エアシャーのクロスで一日当り 23リックーにおよぶミルク生産がみられている。凍結

の供給を通じての農民の持つている家畜の改良も行っている。また政府の承認の

隣諸国への種牛の売却を行っている。

肉用牛：改良の進んだボラン、ヘレフォード、シャロレー、サンタガート）レーティスら

ギャロウェイの飼育を行っている。ボランについてはそのまま利用するが冷その他

については他品種との雑種の形で利用するために維持されている。ケニアのボランの

簿がつくられ選抜・淘汰を行っている。 MutaraEstatesでは60年以上の改良の歴史をもち、

乾燥の荒れ地で飼料の補給なしに約3年で500kgに達する。ボランとシャロレーもしくは

ヘレフォードの雑種は良い草地においては、ボランそのものより大きな増体量を示す。ポ

ランはケニア国内はもちろんのことザンビアをふくむ近隣諸国へ改良用に輸出されている。

種々の環境でボランを利用できるように、ボランの改良を進めMutara以外の異なった環

条件の地域において改良を試みている。

：登録されたロムニーマーシュ、コリデール、ハンプシャーm サウスダウン、サフォ

ーク、 ドーパーの外来種が飼育され、在来種としてはレッドマサイの改良選抜を始めてい

る。タンザニア高地への羊の輸出が行われている。

山羊：乾燥・半乾燥地域に適した在来種としてガラの維持を始めた。

豚：農民のプリーディングストック用に小頭数のラージホワイト、 ランドレースが飼育

されている。

ADCではそれほど多くの時間話を聞くことができなかったが、 Kilele氏の自宅での夕食に

招待された。氏は日本には何回か来たことがあり日本通であった。モイ大統領と一緒に

った写真や、 日本での土産の大きな扇子が飾られた応接間で接待を受け、 ADCの事業につい

ての説明を補足してもらうことができた。

8) ケニア国立農業研究所(KenyaAgricultural Research lnsti tute, KAR!) 

獣医学研究部 (VeterinaryResearch Depart目ent)

!RLADより北西に車で30分ほどのムグガにある KARIの研究団地にある獣医学研究部を訪ね

た。部長の Dr. J. J. Mutugiが不在のため Virologydivisionの主任Mr. P. K. Mirangiに

KARIと獣医学研究部の説明を受けた。

1977年の東アフリカ共同体の解消にともない唸ケニアにおける研究機関のあり方に関

る再評価が行われ、 1979年に科学技術法が制定された。この法令の下に、 KARiが設置され
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た。設置目的は、

a. carry out research in agriculture, veterinary sciences and forestry: 

b. cooperate with other organizations and institutions of higher learning in 

training programs and in matters of relevant research; 

c. liaise with other research bodies within and outside Kenya carrying out 

similar research; 

d. disseminate research findings; 

e. cooperate with the reesponsible Ministry, the National Council for Science 

and Technology and the relevant research commitee in matters pertaining to 

research politics and priori ties, and 

f. do all such things as appear to be necessary, desirable or expedient to 

carry out its functions. 

以下の主要なナシ aナルプロジェクトを遂行する。

I. conservation of the natural resources base; 

2. attaining and sustaining projected targets of major food sources; 

3. promotion of under-developed food crops and animal resources; 

4. improvement of horticultural and other export crops; 

5. development and promotion of industrial crops from local manufacturing 

industries. and 

6. development of indigenous scientific capacity. 

そのためにケニャ各地の研究機関で多くのプログラムが行われている（図 9、 1 0)。

獣医学研究部はカベテとムグガの 2カ所に別れ、研究者数は約40名、サポートスクッフ

は約600名とのことであった。研究及びワクチンの作成を行っている。イギリスからの援助

により機器については比較的新しいものが入っていた。酵素の竜気泳動によるクイレリア

と宿主との間の相互関係の研究が行われており、それぞれ単独の場合とは異なった現象が

認められるとのことであった。クイレリアの良く知られた系統であるムグガストレインは、

獣医学研究部のあるムグガとういう地名に由来しているとのことである。

9) OAU/インターアフリカ動物資源局 (Organizationof African Unity/Inter-African 

Bureau for Animal Resources, !BAR) 

ナイロビの中心部にあるビルにOAU/IBARのAnimalProduction Sectionの Chiefである

Mr. K. O. Adeni j iを訪ねた。部屋にはアフリカの牛および小反すう家畜の分布とツェッェ

バエの分布に関連する地図が飾られており、今回の調査の目的にピッタリあった所と嬉し

くなった。 Mr. Adenijiは1983年に日本にも来たことがあるとのことであった。 !BARは194

8年にナイロビで開かれたAfricanRinderpest Conferenceに起源を持ち、当初はアフリカ

の牛痘の研究に限定されたものであった。 1951年11月からは全ての動物感染症を対象とし

たlnterafricanBureau for Epizootic Diseases (!BED)として設立された。 1956年からは

感染症のみから、栄養不良、遺伝的要因等による病的健康状態も含むところまで対象が広

げられ、名前も lnterafricanBureau for An.imal Heal th (!BAH)変わった。 1965年 OAUに

Scientific Technical and Research Commission (STRC)が発足するとともにその中の機関
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Centre 
A, 

N1tional 
Kitale. 

ii. Root and tuber crops . . Regional Research Centre 
(RRC) 

iii. Grain legume/horticultural crops . . NRC, Thika. 
iv. Wheat and oil seed crops . . . . NRC, Njoro. 
v. Sorghum and millet . . . . . . RRC, Kakamega. 
v1. Sugarcane . . . . ・さ NRC, Kibos. 
vii. Fibre crops . . . , . . . . NRC, Mwea Tebere. 
叫 i.Irrigation and drainage . . . . NRC, Ahero. 

凶 Potato . . . . NRC, Tigoni. 
x. Seed quality . . . . . . NRC, Lanet. 

xi. Pyretトi.rurn . . . . .. NRC, Molo. 

B。 AnimalProduction 

i. Pasture and fodder さ. . . . . NRC, Kita!e. 
ii. Animal breeding 。, ..、. NRC, Naivasha. 
iii. Animal nutrition and physiology 祷令 NRC, Muguga。

C. Range Management 

D. Soil and Water Management 

E. Soil Fertility and Plant Nutrition 

F. Agricultural Botany 

H. Agricultural Engineering 

I. Socio-economics 

J. Veterinary Research 

i. Tick-borne diseases .. 

NRC, Kiboko. 
NRC, Marsabit念

NRC, Muguga. 
NRC, Katumani. 

NAL, Kabete. 

NRC, Muguga. 

NRC, Muguga. 

KARI Headquarters. 

. . National Veterinary Re~earch 
Centre (NVRC) M uguga. 

ii. Rinderpest and rinderpest-like dis-
eases of rummants . . NVRC, Muguga. 

iii. Mycoplasmosis and other bacterial 
diseases of ruminants . . . . NVRC, Muguga. 

1v. Helmmthiasis . . NVRC, Muguga. 

v. Entomology and acaricide evaluation NVRC, Kabete. 

vi. Poultry diseases .. . . NVRC, Kabete. 
vii. Arboviruses . . . . . . . . NVRC, Kabete. 
viii. Wildlife diseases .. . . NVRC, Kabete. 
ix. Epidemiology and economics . . NVRC, Kabete. 

図 l0 ケニア農業研究七ンターの関連する研究プログラムと担当研究機関

~34 -~ 



として を て~'そ) 0 べ1no年9月からは動 産 を とする の!BARに

している C !BARの目的は

1 To co-ordinate the activities of all the fifty心 one騒emberStates in the 

field of Animal Health and Production; 

2, To collect, collate and disseminate information in all aspect of 

Animal Heal th and Production a凪ongstmember states; 

3. To initiate and execute projects in the field of Ani凪alHealth and 

Production, and 

4. To liaise with the appropriate authorities of Member States, Regional 

groups. l nt er・governmental and l nterna t ional Organizations. 

!BARの機能としては、 a. Animal Heal th, b. Animal Production. c. Publication, 

Reserch and Training. d Projectsが上げられている。そのうち Ani皿al Production 

Sect ionv)中には、 AnimalNutrition, Animal Breeding, Animal Industry & Marketing, 

Anim叫 Manage町 nt. Research & Training等が調査対象としてあげられている。 Animal 

Productionに関わる重要な問題の中に動物遺伝資源の保護・管理があり、在来の牛および

反すう家畜（山羊・羊）が対象とされている。 !BARは温和な環境で育成された高生産性

品種の大規模な導入に関しては地方在来品種の衰退を招くものとして警告を発している。

来品種はその家畜の由来する厳しい環境に自然選択を通じて良く適応している。このよ

うな貴重な遺伝資源は国家主導の改良事業の基礎として維持・改良して行くことが必要で

ある。この事業を実現するためにOAリにアフリカの動物遺伝資源に関する ExpertComi ttee 

表 7 絶滅の危機にあるアフリカ牛の在来品種

集 団の 大き さ体格 減少の原因

ヨーロッパ系牛

Mu turu 
Lagune 

Brune de Atlas 

Kuri 

雑種由来

Baria 

Creole 
インド系牛

Nandi Blue 
Mpwapwa 

Kenana 

Butana 
Sahiwal 

25. 000 

40.000 

5,200 

7,000 

内戦

小さいこと

輸入品種との雑種化

政情不安、牛疫

3,000 

1. 000 

小型

小型

小型

大型

小型

小型

小型

小型

大型

大型

輸入品種との雑種化

保護政策の欠如

雑種化

雑種化

(Adeniji, 1985改変）
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f された。 t co田itteeの としては、

し identificationand documentation/evaluation of various indigenous breeds; 

2ふ developmentof management systems to maintain genetic variability and 

continuous i田provementIn various breeds; 

3. organization of breeding progra凪凪esfor the different ecological zones. 

4。 stepsto be taken for the conservation, preservation and utilization of the 

indigenous breeds 

についての作業を行うことにある。 1981年に開かれた第 1回の会議では、エコゾーンに応

じた繁殖計画を立てたこと、アフリカの在来家畜のデークバンクの必要性が強調され、

域性に応じた保存・改良計画の立案に必要な情報を集めるためのバンクのデザインを Ex-

pert Comi tteeが助言して行くことが決められた。 1983年の会議では同定された在来家畜に

ついて絶滅の危機にあるものと、生産性の高いものがリストアップされ、その分布、数、

危機の原因、経済的意義、繁殖嘗改良計画への寄与の可能性について分析がなされた（表

7)。この会議の内容については"AnimalGenetic Resources in Africa"に記録されアフ

リカの動物遺伝資源の重要な参考書になっている。しかし、多くの在来家畜に関する評価

は遅れており今後に残された課題は多い。アフリカの畜産の抱える問題の中でとりわけ注

目されているのは、 トリパノゾーマ抵抗性家畜の利用の問題である。数種の在来家畜がト

リパノゾーマ抵抗性であることが判っているが、アフリカで飼育されているウシ 1億7300万

頭の 5.05% (875万頭）がそれにあたる。アフリカのウシの 25.20%がツェッエバエ分布域に

いるとされており、その地域においては20.07%のウシがトリパノゾーマ抵抗性である（表

8) 。分布域とされている各国の中でも地域により飼育されているウシの品種が異なるこ

とが多い。 トリパノゾーマ症が箋延している地域において飼育されているウシは抵抗性で、

トリパノゾーマ症が少ない地域では感受性のウシが飼育される傾向がある。 これらの抵抗

性ウシの多くがン＇ダマで、ツェッエバエ分布域内における抵抗性ウシの増殖七ンターの

設置、これらのセンター間での情報交換等の組織化も !BARの課題である。ウシと並んでヤ

ギ、 ヒッジ等の小反すう家畜もアフリカの畜産においては重要な位置を占めている（表 9,

l O)。小反すう家畜についてのワークシ a ップも開かれ、情報交換、研究の活発化、今後

の研究方向、情報・共同研究のネットワりークづくりが模索されている。ワークショップの

は"Theimprovement of Small Ruminants in Eastern and Southern Africa・ として出

版され、その他の地域のものについても近々に出版される予定である。小反すう家畜生産

の上での多くの制約の内大きなものとしては、不十分な栄養状態苓遺伝的に低いミルク

産性喝成長率、貧弱な管理努力（特に衛生管理）、感染症の墓延、市場の小さいことなど

が挙げられる。

アフリカの動物遺伝資源については別項で論ずる。 !BAR中心として各種の会議が催され、

貴重な記録が出版されている。 Adeniji氏はファイルボックスの並んだ棚を示しながら、

料のデータベース化をしたいのだがそのためのコンピュータが無いことを嘆いておられた。

Adeniji氏の熱意あふれる説明を聞きながら、日本の援助によってデータベース化の手助け

ができるなら、日本ではあまりなじみの薄いアフリカの家畜資源の情報が得られ易くなる

のにと感じずにはいられなかった。
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表8 1立巳~otokrar.\ CatU2 ?opし1latior.s

r介四[.tぬ!•:r '-fj cf';'ctal %'of 
:_-;'匹ni,y 10:a,1~ f, ヽrvpano'.:> Tot国 'l',Lよ］。

こalilt:: こatae: Cattle 
~, 

Benin 8Gl,500 9.84 84.47 6t13,120 

B口rkinaFaso 738,0il[l 8.43 23.73 516,6fJO 

Cote d'lvoire 575,u~•Q 6.57 fi2.3ti 402,500 

Gambia 306,UOC' 3.50 100.00 214,200 

Ghann 776,U()J 8.87 72.88 543 t 2 00 

Guinea 2,000,DOU 2:2.05 100.00 1,400, Q;j[I 

Guinea Bissau 300,000 3.43 l 00.00 210,0(),.) 

Liberia l 8,000 0.21 1 OD.Ou 12,GOCJ 

M叫i 1,031,000 11.78 23.43 721,700 

Nigeria 160,500 I.83 1.28 112,350 
S-enegal 1,052,000 12.02 ,::7 .82 736.400 

Sierra-Leone 33,181 3.Ul 1 Ou.UO 233,226.7 

Togo 227,685 2.61.J 100.00 159,370.5 

Total West Africa 81378,96G 95. 74 5,322,07G.2 

====ニ：：======ニ：：======"'=二=====二二：：：=============二====二：：：================================ 

Cameroon :.0,900 0.12 0.27 7,i::30 
Centr叫 Africa 7,00〇 〇.oa 0.32 -1,900 
Congo 70,400 0.81 100.00 4S,280 
Gabon 2,tl30 0.03 100.(l() 2,051 
Equu tori al Guinea 4,000 C.05 l G0.00 2,000 
Zaire 27tl,Ji.l0 3.17 20.7G 194,6:}0 

'fotal ...::co1ゞ 叫 P.frica 37:i,230 4.26 26] ,2Gl 

----~=========================================二===================================

Total Tr汗p.Cattle 8,752,l~u 100.00 5,593,337.2 

---~ ニ=============================================ニ：：：==================:::========二==
Tot1:1l Cottle in tsetse infested areo 43,€05,0CO 
% of Tryp. Cattle in " " 20.07 

% Cattle in ts..'!tse infested area of 

Total Cattle in /,fricu 25,20 

泊 ofTotal Cattle in Africa 5.05 

--------================================二===================

Source : Shaw, A.Pぷ.ET AL 
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表 g Sheep and Goat Population .in East: 且互｝
and Southern Africa - 1981L86 

息.

Sheep Goats 
Country 

1986 I 1981 ； 

1985 1981 

Eastern Africa 

Djibouti 350,000 150,000 900,000 400,000 

Burundi 369,658 282,361 797,629 607,096 

Comoro Islands 2,951 6,000 22,033 48,00U 

Ethiopia 24,000,000 23,381,000 18,000,000 17,633,000 
Ke， nya 6,419,100 4,500,.000 6,854,400 5,000,000 

Malagasy 624,184 488,000 1,179,816 1,089,167 
Malawi 156,000 140,000 640,000 040,000 
Mauェitius 8,000 100,000 34,433 
Rwanda 559,814 267,146 1,919,366 774,959 
Seychelles -, 

Somalia 11,800,000 9,400,000 18,300、000 11s,200,ooo 
Sudan 19,332,142 15,220,000 13 806,000 11 ,890,000 
Tanzania 3,475,000 2,820,000 7,007,000 4,455,0'.)0 
Uganda 1,500,000 1,135,883 26,000,000 2,220,743 

Zambia 40,000 28,827 340,000 292,588 

68,637,000 42,599,000 72,465,000 48,495,000 

Southern Africa 

l 
八zania
(8. 1-1.frica) 27,000,000 ,s,rn,,oo, I ！ 5,000,000 6,540,000 
Botswana 167,000 420,UOO 864,000 1,400 000 
Lesotho 1,279,499 943,949 872,145 44,B76 
Mozambique llS,000 88,545 360,000 316,207 
Namibia 6,00ll,000 3,738,000 2,322,000 1,518,000 
Swaziland 

29,585 42,0一0o。0o 。［j I 三1,2,6280,,4,2021 I 1,29,,二2s,,0000；00 ー一Zim区切e 565,]84 722,0 

I 135,156,000 I 41,136,0 

Source Adeniji, K.O念- Sheep Distribution Map of Africa 
Adeniji, K.O. ー Goi'!tDistribution Map of l¥fヱica
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1 0) 霊長類研究七ンク ・・(Instituteof Pri皿atesResearch. I PR) 

• 国立博物館(NationalMuseum of Kenya, NMK) 

宿舎の IRLADから、車にガタガタ揺られメインロードから離れてしばらく未舗装の道を走

る。こんなところに研究所などあるのかと思うような所に IPRがあった。来所に際して対

するものがおらず、 しばらく所内をウロウロしたが、 Dr. R. Eleyが対応してくれることが

決まり、一安心、 Dr. Eleyから話を伺った。 !PRはナイロビの北20マイル郊外に400エーカ

ーの広さで、ケニア国立博物館の一部として、 Dr. L. Leakeyを中心に設立され、人の進化

を解明するための研究を目的としている（図 11)。研究者の数は 10-13人で、サポートス

タッフと併せて約150名の陣容である。研究部としては繁殖、寄生虫・感染症、生態・保護

の 3部と霊長類健康管理・飼育施設がある。飼育頭数(1986年度）は表の通りで、現在は 5

属 8種類600から 650頭の霊長類を飼育している。繁殖の研究としては、精子抗原に対する

モノクローナル抗体の開発、発生過程の研究、ステロイドレセプターに関する研究などが

行われている。寄生虫．感染症に関する研究としては住血吸虫症、 リュウシュマニア症、

フィラリア症等の人畜共通のものと non-humanprimates寄生虫に関する研究が行われてお

り、 この他の特記すべきものとしては霊長類のSaimianAIDSの研究が日本と共同で行われ

ている。生態・保護の研究としてクナ川の総合的生態学的調査、個々の霊長類の生態学的

調査、餌としての植物の化学的研究等が行われている。

ケニア国立博物館の本館はナイロビ市内にあり博物館とその後方にある研究部からなる

かなり大規模なものである。国立博物館は、ナイロビ以外にも 3カ所のRegionalMuseumと

Coastal Museum などを持つている。昼食後、ナイロビ博物館に Biological Resources 

Programのheadである Prof. s. G. N ju gun aを訪ね、プログラムについての説明を受けた。

Biological Resources Program 

Botanical Science Division 

East African Herbarium Department (1902年からの約60,000点の標本を所有している）

Plant Propagation Dept. 

Phytochemistry Dept. 

Pa 1 ynol ogy Dept. 

Zoological Science Division 

Invertebrate Zoology(Entomology, Malacology, Arachnologyなど）

Zoology(主にOrnithology, Herpetology)) 

Mammology(Biogeograhpyなど）

Osteology(Bird, Fish中心）

Genetics(Biotechnology的手法を用いて系統関係などの解析）

従来の種類別のDepartmentから、かなり機能を重視した形の研究部門に絹成が変わったと

のことであった。ケニアの生物資源のデークベース化を行っているとのことで、遺伝情報

• 野生動物の疾病等についてもデークベース化して行く意向である。 I・ リパノゾーマ症に

関連する研究として野生動物と家畜との間のトリパノゾーマの相互関係が研究されている。

次いで、 Geneticsのheadである Dr. Amanと会った。分子生物学的手法や核型を用いて大型

野生動物の系統関係の研究、練維芽細胞の保存と株細胞化、 invitroでの繁殖の研究、生

殖細胞の凍結保存の研究をしていくとのことである。設備的にはある程度整ったが研究す
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る人が足らないことが目下の問題のようである。 InvertebrateZoologyの Dr. R. K. N. 

Baginとの会談では裕バッタの害に関する研究、アイソザイムを使った昆虫、貝類、その

足動物の系統研究を Geneticsと共同で行っているとのことであった。また、動物に関す

る分類のサービスを行うことも仕事の一部である

l l) ケニアの印象

ケニアといっても我々が調査したのはナイロビおよびその周辺だけである。ナイロビは

高地ケニアに属し気候の面からは過ごし易いところである。従ってナイロビ近郊で飼育さ

れている家畜には、在来のものも多く見受けられるが、欧米の近代品種を中心とする生産

性の高い良く名の知られた品種が見受けられた。東海岸のモンパサの !LCAを訪問できなか

ったことは、 lLCAのケニアにおける主な活動、研究設備を見ることができなかったという

だけでなく、ケニアの低地帯を知ることがでぎなかったことでもあり残念であった。セネ

ガル、ナイジェリアの調査の後ということも影響を与えているものと思われるが、空港か

ら宿舎である !RLADへ向かう車の中で感じたことは、少なくとも道路からみることの出来る

範囲では近代的ビ｀ルの立ち並ぷ清潔な街ということであった。 lRLADからカビティ実験牧場

へ向かう車の中から、キリンを見た。農家の屋根も間近に見える車の往来の激しい国道の

すぐそばの草原である。カピティ実験牧場の中でも、多くの野生動物を見ることが出来た。

これぞ野生の楽園ケニアと感激したが、 これだけ近くに人のコントロールを受けない野

動物がいるということは、とりも直さず家畜と共通の伝染性疾病が野生動物から家畜へ、

家畜から野生動物へと伝播する可能性が裔いことも意味している。 トリパノゾーマ症に関

しては標高の関係から問題ないにしても、アフリカ東海岸熱については心配が大きい。自

然保護（観光）と畜産の関係が、畜産による自然破壊という面と別の形でこういう所にも

現われているのかと感ぜさせられた。

空港でナイロビからアディスアベバヘ向かうケニア航空の飛行便がキャンセルされ慌て

たこと、アディスアベパではその便は時刻表には載っていはるものの飛ばないことが多い

ということを聞かされてあきれた。 しかし、国外からの観光客も多く、外国人に対する対

応も 1貫れており総じて良い印象を受けた。調査旅行中にもよく聞かされたことだが、ナイ

ロビはアフリカの中の別世界という感じであった。 ILRADの構内はとてもアフリカとは思え

ないような雰囲気があり、欧米の研究機関に匹敵する、 もしくはリードするような研究の

水準にある。今回訪問した国の中で日本人子弟のための学校があるのはケニアのナイロビ

だけであり、ケニアそのものに今回訪問した各国と比較し一歩先んじた国力があることが

感じられた。

E. エチオピアの畜産及び畜産資源調査

1) エチオピアの概況

エチオピアの状況は土屋・今泉の＂東アフリカの農業及び農業研究調査”熱研資料 No.

76に詳しく記述されている。今日の状況は基本的には変化していないが℃ 経済援助を受け

ているソ連等の東欧情勢の転換などエチオピア政府をとりまく状況は政府に取って厳しい

方向に変化してきており、国内情勢もチグレ解放戦線が首都アジスアベパに百数十k叫こ
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など依然として落ち着ぎを見せ炉9こいない。

2) エチオピアに関する統計

積 1.22 L 900Krrl重 人口 4335万人(1985) 人口密度 34.4人/Knf

国民総生産 48.6億ドル(1983) 一人当り国民総生産 140ドル (1983)

経済成長率 4.0%(1983)産業別労働比率農業 86%

輸出額 41700万ドル (1894) 輸入額 94200万ドル(1984) 対日輸出額 6610万ドル (1986)

対日輸入額 4357万ドル 2. 07エチオピア・プル=lUSドル

インフレ率 8.4%(1984) 人口増加率 2.7%(1985) 識字率 61%(1986)

覇等 教 育 進学率約 1%

3) 国際アフリカ家畜研究センター (ILCA) 本部

ナイロビからアディスアベパヘは、ケニア航空で12月6日夜にに入る予定であったが、

飛行機が飛ばなかったので、翌 7日朝のエチオビア航空でアディスアベパに到着した。

!LCAの所長の Dr. J. 胃alshがケニアにきており、同じ飛行機に乗り合わせた。大使館の農

水省旅遣の泊信也氏と lLCAのDr. R. A. Stewartの間で日程の調整されていたが、アディス

アベバ入りが半日遅れたため、 7日午前の予定は全てとりやめとなった。ホテルのチェッ

クインを終えるとすぐに ILCAに向かった。所長及び ILCAの主だったメンバーの揃った昼食

会で互いの簡単な紹介をしあった。昼食後、 Dr. Stewartの案内で各研究部門を訪ね、責任

者から説明を受けた。メンバーの変更はあるが、 ILCAの組織・機構は土屋・今泉の報告（

熱研資料 No. 76, 1989) から基本的には変わっていない。ここではその報告の補足をする

にとどめておく。

ILCAの飼料作物のジーンパンクで管理者のDr. J. Hansonから話を聞いた。 250属、 850種

にのぼる総計約 10,000点のイネ科牧草、豆科牧草、飼料用樹木の種子が保存されている。

種子は15°C、湿度20%の部屋で水分含料5%まで乾燥した後、アルミフォイルのバッグに入

れて、アクティプジーンバンクの場合は5°C、ベースジーンバンクの場合はー20°Cで保存

される。種子の配布は無料で希望者に対して直接もしくはPastureNetwork for Eastern 

and Southern Africa (PANESA)を通じて配布される。 1988年は 237の申請に対して延べ

6,000点以上の配布を行った。現在ではジーンバンクは種子の収集より、種子の評価に活動

の重点をおいている。種子の評価はエチオピアの異なった環境条件にある 3地点およびナ

イジェリアのカドナで行っている。エチオピアでは温帯の試料は高度2,350mの本部で、熱

帯、亜熱帯の試料は高度 L650m、pH8で灌漑されている Zwaiと、高度 1.850mで pH4-5の

Soddoで試験を行っている。デーク管理はdBaselllで行っている。種子繁殖の難しいものに

対してはinvitroで増殖培養を行っている。植物標本も多数保存しており、分類同定の研

究も行われている。

Training and Information Departmentの部長Dr. lil. E. Smallyの話では、各個人の論文

等の研究報告の他に、 ILCA独自のものとして Annual Report, Research Report. 

Bulletin, Newsletter, lilanual. Bibliography, Conference Reportが出版されている。

また各国の研究者の要求に応じたきめ細かなリフアレンスアプストラクトサービス、年 4

回のコンテンツページサービスを行っており、請求により論文等のコピーを研究者に送り
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けている。 また、各国で得られたデーク、情報の収集、データベース化を行いマイクロ

フ!ルムの形で配布している。 !LCAを母体としてレフリー付きの的African Livestock 

Research"という雑誌が1989年から発刊されたとのことであった。個別サービスの見本を見

せられたが、非常に配感が行ぎ届いたものでアフリカ各国の研究者と lLCAの緊密t」関係の

を見せられたような気がした。

4) l LCAハイランドプログラム（デプレゼイト試験地）

Dr. Crossの案内で試験地を見て回った。ゲストハウスの建設が行われていたが、 2年前

と大きな違いはなかった。ゼプー系牛の胚移植におけるドナーもしくはレシピエントとし

ての可能性に関する予備的研究が行われている。フリージアンと在来ゼブー系牛であるア

ルシーの雑種を使用しての移植技術の検討段階が終わり、実際にゼプーを用いての実験が

始まるところとのことであった。デプレゼイトの設備ではホルモンアッセイはできないの

でアディスアベバに血液サンプルを運んでアッセイをしていた。

5) I LCA所長との会見

約 1カ月の調査の締めくくりのような形で所長のDr. Walshと会見した。その席にはDr.

K. J. PetersとDr. Stewartが同席した。その席では主に熱帯農業七ンターと ILCAの間での

将来における研究協力の可能性について話し合った。アフリカの畜産では家畜の肉とミル

クの生産性を上げることが要求されている。植物の生産性が高く、家畜にとっても生息し

易い筈の地域が、 トリバノゾーマ症のために生息しにくい地域となってしまっている。こ

れらの問題を解決するために、一方の柱をトリパノゾーマ抵抗性におぎ、 もう一方の柱を

牛の肉とミルクの生産性の向上におく、 CattleMilk and Meat Production under Trypa-

nosomiasis Challenge in Africaという研究協力の仮課題が提出された。その課題の下で

品種評価、改良といった遺伝・育種の分野と、栄養・飼養分野が日本側から協力できそう

な分野として、協力が求められた。平成 2年 5月までに、 ILCAより熱帯農業七ンクーに対

してプロジェクトのプロボーザルが送られ、 6月の日本訪問のおりに、 ILCA所長がセンタ

ーを訪れて研究実施地、期間等を含む共同研究の内容の説明と話し合いを行うということ

になった。

F. アフリカトリバノゾーマ抵抗性家畜ネットワーク

(The African Trypanotolerant Livestock Network, ATLN) 

今回の直接の調査対象にはATLNが含まれていないが、この調査で訪問した多くの研究機

関がこのネットワークの一員もしくは中心機関になっているのでATLNについて耳にするこ

とが多かった。個々の機関の所での紹介と重複するところが多く全体像がわかり難いので

一項を設けて紹介しておきたい。 ATLNはツェッエバエの分布している熱帯アフリカにおけ

る家畜の管理• 生産の研究活動の調整を行っている。研究の重点はトリパノゾーマ症の克

服に最も有効と考えられるトリパノゾーマ抵抗性家畜をより多く利用することにおかれて

いる。 1979年の JLCA/FAO/UNEPによる共同の報告”西部および中央部アフリカにおけるト

リパノゾーマ抵抗性家畜”において、ツェッエバエの攻撃がゼロもしくは軽度の所におい

ても、 トリパノゾーマ抵抗性の品種の生産性は少なくともその他の在来品種と同程度であ
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る。当然のことながらトリパノゾーマ抵抗性の家畜の生産性もツェッエパエの攻撃に伴つ

て落ちては来るが吝 ソェッエパエの攻撃の多いところではトリパノゾーマ抵抗性の家畜以

外生存することができない。 トリパノゾーマ症が猛威を振るっている地域に置いてはトリ

パノゾーマトレラントの家畜の研究が重要なこととなって来る。ツェッエバエの分布地域

といってもアフリカの 1/3をしめ（図 12)、おかれている環境条件もサバンナから、熱帯

まで幅広く、飼育形態も近代化された農場から、旧来の村における飼育まで変化に富

んでいる。このようなことから、一つの研究機関のみで全ての条件を網羅した研究を行う

ことは望むべくもなく、多くの国にまたがった、研究が組織される必要性があった。

~ 

図 12 ツ ェ ッ ェパエの分布地域

1979の ILCA/FAO/UNEP報告を基に、参加の可能性のある研究機関との討譲、国際機関、先

進国の援助機関、企業等の援助機関捜しを行い、 1984年までに研究地およびそれに対する

基金の提供者を決定することができている。

Zaire--- Administration Generale de 

la Cooperation au Developpement(AGCD), Belgium 

Gabon---France 

Cote ct'lvoire and Togo---Deutsche Gesellschaft fur 

Technische Zusammenarbei t (GTZ), Federal Republic of Germany 

Gambia and Senegal---European Development Fund(EDF) 

Kenya---- May and Baker Ltd., United Kingdom 

Tanzania---The Overseas Development Agency(ODA). United Kingdom 

---The Swiss Multilateral Cooperation. Switzerland, (through FAO) 

11、 12に1987年における Network の研究目的、研究機関の所在地および研究テーマとプ

—··4b· 



ロジェクトが示されている。

l l ILCA'S STRATEGY AND LONG-TE邸 PLAN

AFR1CAN TI立 PANOTOLERANT口V芦 'fOCKNETWORK 

l. Collection and a:i:ialysis of data on the of breed!! 
皿 dervarying levels of匹 a.nosomi硲 isrisk. 

2... Identification of more reliable indicators of trypanosomiasis risに

3. Definition of a selection criterion fo:t'tryp紐 otolerance,in o因 erto devise 
optimum breedL<1g programmes. 

4., Evaluation of the costs 邸 d benefits of selected tsetse-conじolme益 ures,
and their interaction with prophylactic drugs. 

5令 Testing of nutritional interventio虚 to improve livestock 
tsetse-infested anぅas嘔

6. Study of the effects of trか邸ocidaldrugs in o母 erto det紅 mine
interventions in紅 easof medium to high tr四邸osomiasisrisに

Ul 

のネットワークにおける研究の方向および問題点については図 13および 14に

れている。

G. アフリカの畜産資源

らの に基づいて、アフリカの畜産資源についてここにまとめて

1 

の降水量は400-800麟でS アフリカの livestockの主生産地となっている。

の制約に関しては乾燥地帯と同じであるが、降水量の多い分だけ生育期間が長く

くは半祖放の牧畜が行われている。 ミルク生産が主目的で、肉は副産物である。
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亜

間の降水量は800・1400mmで、農業生産に

産は経済的には二次的な重要性しか持た

役割を

した在来品種の改良により肉生産を増加させていく方向が考えられる。

の飼料補給ができるようになった段階では、在来品種の中でも生産性の高いものお

れと改良品種の雑種の利用が行われるようになる。

ツェッエバエの分布している亜湿潤地帯では℃ トリパノゾ紐→ マ症のためにゼプー系やサ

ンガ（ゼブーとロングホーン沈又は、シ a~l、ホーンの交雑による在来品種）系の牛は生

することが出来ない。 また、 トリパノゾーマ抵抗性の在来品種、ン＇ダマ℃ ウエストア

フリカンシ日ートホーンの歎は限られているので、これらの牛の増殖により肉生産を

て行くことが考えられる。

湿潤地帯

1400mm以上の年間降水量があり、アフリカの 18%の面積を占める。この地域においても

湿潤地帯と同様、 livestock生産は林業・換金作物生産と比較すると 2次的意味しかもにな

い。 また、 トリパノゾーマ症、他の感染症が多くみられ、 トリパノゾーマ抵抗性のものの

みが増殖可能であるも この地域に適応した家畜の比較を行い、より生産性の高いものを見

いだして行くことにより生産性を裔めて行く努力が続けられている

高原地帯

海抜1500m以上地域で、東アフリカに多く存在し、アフリカの 4%を占め、年降水量は通常

600mm以上である。高度が高く冷涼なために、 トリパノゾーマ症はほとんど存在しない地

である。 この地帯はあらゆる形態の家畜生産に適しており、アフリカの中では単位面積

当りの家畜の密度が最も高くなっている。外来改良品種そのものおよびそれを用いた在来

品種の改良が行われている。

地中海性地帯

年間降雨呈は 400mm以上の所が多いが、 200-400m田の所もまれではない、この地帯は主に

北アフリカに見られ、アルジェリア、 リビア、モロッコ、チュニジアがこれにあたり、ッ

工ツェバエの分布はみられない。灌漑が行われている地域は家畜の生産に適している。そ

れ以外の地域においては、その環境条件に適応した家畜の増殖により家畜に生産を行って

いる。

これらのエコゾーンの違いを考巡した上で、適性品種、飼育法、繁殖法を選択していく

必要がある。

家畜と共に草を求めて移動をする遊牧民がいる。乾期と雨期の草資源の量の相違を補う

ために常に移動している。定着するヒトが増えるのにともなって，訟遊牧民と農民の間で

や作物を巡っていざこざが起ぎること避けられないことである。七ネガルとモーリタニア

のセネガル川を挟んでの紛争もこれが原因である。乾燥化の進行にともない多くの地域で

似たような状況が生まれている。季節の変化に連れて移動するのは、 ヒトと家畜に限らな

い。ツェッエバエの分布も季節にともない変化している。乾期には生息域が小さくなり、

雨期にはまた広がるという繰り返しのようである。半乾燥というか迄半湿潤というか冷熱

帯雨林気候と乾燥地域の間に挟まれた地区では多かれ少なかれこの様な季節的変動がみら

",, 一~ ~ りし・



されている在来種とは生産効率が比べものにならない位向上してい

いくことも可能になる。この地域で効率の良い畜産を行っていくことがアフリカ

ていかに重要な問題であるかは、いくら強調してもし過ぎるということはない。

フリカの牛として記載されている牛の在来品種の分布を地図上に示した（図 l5) "' 

ングホーン系牛日〔ヨーロッパ系(?)牛〕はや地中海沿岸部を除けば西アフリカに集中し

ている。 クリもン＇ダマを除けば 200kg前後の小さな牛で、ン＇ダマ以外は絶滅の心配があ

るといわれている。アフリカの牛の多くはロングホーンまたはシ a-l、ホーンとゼプーの

交雑に由来するサンガタイプで、 ヨーロッパ人がウシを持ち込む以前に既に成立していた

歴史の古いアフリカンダー、エジプシャンのようなものから、サンガにゼプーを交配した

アラド＼スクム、サンガ同士の交配からできたバイラのようなものまである。更に、新し

く持ち込まれたヨーロッパ系牛とアフリカのゼプーもしくは古くからのサンガを交配した

アフリカのバスト、ボンスマラなどもある。サンガタイプが多く存在するのは西アフリ

カ、南部アフリカで歴史的にイ/ド系牛の導入が遅れた南部アフリカを除けばツェッエパ

工の存在しているところのみである。西アフリカではシ/'ダマやキルディにインド系のホ

ッドボロロを交配したサンガタイプの牛が利用されている。 インド系

地帯などツェッエパエの少ない地域もしくは、存在しない地域にのみ

布している（図 16)。

＃中近東に包源を持つロングホー ✓ \まハミチックロングホーシとしてアフリカに入った。

アフリカの地中海沿岸を通り西アフリカヘロングホーンが移動してきている。

―-SJ -
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そこから別れジプラルタルを越えてヨーロ y パに入ったロングホーぃ,.. がいる。イン

やサンガではない牛全てををヨーいゥパ系牛と呼ぶべきかどうか疑問がある。

山羊と羊についてい西アフリカと東アフリカで分布の様相が少し異なります。西アフ

り力は緯度に沿って：：：：：コゾーンがつながっており、同緯度のところでは同じ組合せの山羊

と羊の品種がみら九西アフリカ全体で羊 4品種、山羊3品種があるとされている。東ア

リカは高原あり、深い谷ありで地形が複雑で品種も多く分布も複雑になっている c 世界の

約3分の 1の小反すう家畜がアフリカにはいるとされているが「世界の家畜」には、苓アフリ

カの山羊、羊の記載が見られない。

西アフリカでは、牛、山羊、羊ともに¥サハラ砂漠の南側を北から南に行くに従って

が小さくなっていくことが一般的にいえる（表13)。

アフリカの南側の山羊と羊を見てみると表に示したように、山羊ではザヘル、羊では

バラミといった在来種がサヘル地帯にあり、より南に生息するものと比べ比較的大きな体

をしている。一番南の地域においては山羊も羊も西アフリカ矮性種と呼ばれる非常に小さ

な在来品種が分布している。

1 3 Mature weights of the sheep and goat breed 

Species Breed 

Sheep Bala田i

Uda 

Yankasa 

胃estAfrican d貨arf

Goat Sahael 

Sokoto Red 

冒estAfrican dwarf 

東アフリカおよびアフリカ南部の山

分化が進んでいる。乳用、肉

で今後の利用が行われるものと

アフリカの羊泰山羊では、

アシスに起源を持つ。 l 

数の

ある。推定飼育頭数は

Meidobeが挙げられる。

Mature'lleights(Kg)--Mean〈S.D.) 

Male Female 

64 (9) 47 ( 

44 (5)、 39 (7) 

41 (6) 35 (5) 
26 (3) 21 (2) 

30 (3) 28 (2) 

27 (2) 26 ( 

26 (4 24 4) 

l、

の品種（表 14, 15) は西アフリカと比較し

の分化もありこれらの特性を活かした

Rahmani. 

Somali Araしが

で

れる G その他モロッコ産の羊としてはTiruahdite, Sardi. Ben-Ghiぃ
I, ," Lw 

してはBeldiaなどが挙げられる
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表 l5 Type/Breed of Sheep of Eastern Africa and their Principal uses. 

Type/Breed Country/Zone Principle use 

Sudnn Desert Sudan: Lowland•semiarid Meat, 凪ilk, skins 

Eastern African Fat tailed Ethiopia: Upland•semiarid Coarse wool. meat. milk 

Red-Masai Kenya: Upland•semiarid Meat. skins 

Dorper Kenya: Upland•se皿iarid Meat and crossing 

Blackhead Persian Kenya: Upland•semiarid Meat and crossing 

Hampshire x Corridale Kenya: Upland•semiarid Wool 

(Ki wuwa, 1985) 

絶滅の危機にある牛の品種がアフリカには多く存在している。絶滅の危機にある理由と

しては、生産性の高い近代品種の導入により、体の小さなもの、生産性の低いものが段々

かえりみられなくなってきたことがあげられる。体の大きなもので絶滅の危機にあるのは

政情不安、 より生産性の高い品種への置き換えの進行等が原因として挙げられる。

アフリカ牛で生産能力の高い牛として認められたもののリストが表16に示されている。

表 16 高生産能力の確認されたアフリカの在来品種

ヨーロッパ系牛

N'Dama 

Kuri 
雑種由来

Tuli 

Mashona 
インド系牛

Azaouwak 

Boran 
Gudali 
Nguni 

Tswana 
冒hiteFulani 
Kenana 
Butana 

Sahiwal 

所在

西アフリカ

チャド

ボッワナ／ジンバウエ

ジンバウエ

ニジェール

ケニャ、エチオピア

ナイジェリア、カメルーン

スワジランド

ボツワナ

ナイジェリア

スーダン

スーダン

ケニャ

(!BAR資料改変）
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ン＇ダマに関しては大きさそのものは特別ではないが、 トリパノゾーマ症の蔓延してい

る環境条件下では、他の品種と比較して生産性が高いと言うことができる。他の品種につ

いても同様にその劣悪な環境条件下での優秀性が認められたものである。ケナナは産肉性

もさることながら、 ミルクの生産が注目されており 4000Kg以上の産乳能力を示すものがい

ことが知られている。農民自身は当然のことながらより生産能力の高い家畜を望んでお

り℃ ン窃ダマを飼育している農民でもインド系牛を飼うことを希望していることが多いと

く。在来牛の中の比較的生産性が高く、疾病抵抗性の高い家畜をもとに、いかにより生

産性の高い家畜を生産して行くかという事が今後の課題である。 クリ、ケナナ、プタナと

いう絶滅の危機にある品種も生産性の高いリストに含まれているので、これらを維持等増

殖して行くのが今後の課題ではないかと思われる。

,,7 
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今回の調査の感想ーーーあとがきにかえて

今回の調査は大西洋の波がうち寄せるアフリカ西海岸の七ネガル・ガンビアから、ナイ

ジェリアを経てインド洋に面するケニア、紅海に面するエチオピアまでのアフリカを横断

するものであった。サハラからの風を受ける半乾燥の地域のダカール・カドナ、川沿いの

熱帯雨林的気候のガンビア、暑熱にはさらされているものの高原のため快適なナイロビ、

アディスアベバと、気候的にみても大きく異なる地域を巡った。経済的な問題は、アフリ

カのほとんどの地域に大きな陰を投げかけているが、乾燥化や 1、リパノゾーマ症は、各々

の気候区に特有の問題として存在している。

エチオピアからフランクフルトヘ向かう機上から、延々と続く砂漠を見た。この赤い砂

漠を見ると、アフリカにおける畜産（農業）の抱える重大な問題、乾燥化・砂漠化につい

ては誰にでも直感的に理解できると感じた。しかし、アフリカの畜産のもう一つの大きな

問題である 1、リパノゾーマ症については、多くの人達が苦労して集めた資料・研究結果を

理解して初めて、その深刻さが理解される。今回の調査旅行では、多くの機関を訪問し多

くの方々から話をうかがい、数多くの文献資料を戴いて、 トリパノゾーマ症のアフリカの

畜産に与える影料の程度が理解された。しかし、調査の対象はトリパノゾーマ症にたいす

る研究を行っている研究機関で、実際にトリパノゾーマ症によりバタバタ家畜が倒れると

いう状況を目のあたりにするわけではなかった。従って、頭の中ではトリバノゾーマ症に

ついて理解できても、実感できるという状況からはほど遠い。実際に調査に行った本人の

実感がそうなのだから、アフリカと言うものを、野生動物の天国、もしくは砂漠化、内戦

などによる住民の難民化、飢餓という形でしか情報が与えられていない普通の日本人にと

っては、解つてもらうのは大変であろう。

アフリカに行ってみて感じるのは、旧宗主国であるヨーロッパ各国とアフリカとの間の

密接な関係である。日本とアフリカの物理的距離は遠いが、それ以上に情報量の多少を距

離に置き換えるならば、南米より何より一番遠くなるのがアフリカであろう。南米には日

本人の移民が多くみられるため、日本人にとっても、南米の人にとつても物理的距離に比

較してお互いが親しく感ぜられるといえる。日本のニュースでとり上げられるアフリカの

話題の多くは、依然として野生動物を中心とした自然、難民、遺跡などで、最近アパルト

ヘイトの問題がとり上げられるようになって来てはいるが、直接人の間の触れ合いが感ぜ

られるような話題は少ないといって良いであろう。アフリカのトリパノゾーマ抵抗性家畜

ネットワークの各国とヨーロパからの援助を見るとき、政府と政府の関係だけでなく、民

間から民間へといったきめ細かなレベルまで援助が行われていることが解る。援助の形態

は一般の大衆に近いところまで援助が届く形になっており、人々が望むものをはっきり把

握する努力を払った上で援助が行われている。今回見聞きした中でも、せつかく収集した

アフリカの貴重な動物遺伝資源に関する情報もデークベース化のためのパーソナルコンピ

ュータがないため利用し難い形のまま埋もれさせてしまうことを憂えている OAUのAdeniji

氏のような人もある。現在の日本の海外援助からすれば微々たる費用でこの問題は解決す

るはずである。巨額の援助ではなく、このような細かなレベルの希望を吸い上げ実現して

行くようなことがいま必要なのではないかと思われる。 ILCAやIRLADの地道な活動を今回の

調査で見聞きして、農業技術援助の面でも、これまでの政府間ベース中心の援助だけでな

く、専門家旅遣や青年海外協力隊、民間または非政府レベルの、より草の根的な援助形態
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もつと多く採れなし困ものかと考えさせられた。草の

多くなればなるほど認互いの間の親しみか

れる。
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!TCで飼育されてい る

ン＇ダマ群

ガンビア
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ホワイトフラニ

カドナ郊外 ILCA亜湿潤地帯

プロ グラ ム実 験農場

ナイジェリア
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!LR紅］実験農場
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飼料作物の種子保存祁

ILCAジーンパンク

国際ア フ り 力 家 畜 研 究 て ン タ

飼料竹~ 物祖物閃本を示す

。『。ハン／ン’

オピア
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ILCAデプレゼイト試験地

ゲストハウス
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II 東アフリカにおける在来牛と羊の遺伝資源調査

＿—-エチオピア・ケニア・イギリス

小畑太郎
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東アフリカにおける在来牛と羊の遺伝資源調査

小畑太郎

Survey of Farm Animal Genetic Resources in the Eastern Africa, 

with Special Reference to Cattle and Sheep 

Taro Obata 

伽part口entof Genetic Resources 1 

National Institute of Agrobio!ogical Resources 

Kannanda i, Tsukuba, 305 Japan 

要約

東アフリカの動物辺伝資源に関する情報を収集するため、エテオビアのアフリカ国際畜

センター (ILC A)本部と、ケニアの国際獣疫研究所 (ILRAD) 

東アフリカにおける在来牛と羊の飼筏実限を調査した。

徴について解説した。

はじめに

はこれら

拠点に、

と

される家畜は、経済性が優れた特定の晶種に集中する傾向がある。また世界中

よる自然環境の変化により、多くの貴重な動物種が減少あるいは滅失の

危機にあるもしかし一方で、バイオテクノロジーなどの先端技術の開発は目ざましく、際

だった特徴を有する遺伝因子の利用価値が増大している。そのため将来的に有望と考えら

れる遺伝素材を探索調査し、所在情報を明かにすることが益々重要になっている。

これまでアジア地域の熱摺地方の動物遺伝資源に関してはいくつか報告されているが、

アフリカに関する情報は極めて少ない。今回、燕楷農業研究センターから東アフリカに

出張する機会を与えられ、在来牛と羊の飼養実態を調査したので報告する。

-- l 
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エチオビア啜ケニア崇イギリス

エチオビア アジスアペバ

ズワイ

3年2月25日 3年3月23 fl 〈

ケニャ

デプレビルハム

セベタ

ゲネット

デプレゼイト

ナイロビ

アフリカ国際畜産セン

オピア

(I AR)、国立人工授精センタ

MOAアベルノサ牧場、

LCA牧草種子生産試験地

ILCAハイランド

レビ乳牛牧場

IARホレタ試験場、 lAR 

ILCAデプレゼイト

国際獣疫研究所 (ILRAD)

『m
;UJ 

パノ

(IしCA)本

(MOA)、エチオピ

マ研究室、中

ロ ー，もヽ

9,~99 

！プログラム

l LC At 

ナイロ

ナクル

モンバサ

イギリス

カビテ

ロンドン

ケニヤ国立博物館、ナイロ

ナクル湖国立公園

ILCA亜湿甜地域試験地•, Boran 

う家畜研究プログラム、 トリパノゾーマ及びダニ防

御プログラム、

ILRADカビテ牧場

ロンドン動物学会

4 日程（表 1)

3年2月25日-2月26日 旅行日

2月28日~3月 9日

3月 9日~3月20日

3月20日~3月22日

3月22日~3月23日

エチオピア （図 l)

ケニャ （図2)

イギリス

旅行日

＂乙
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明した。センター 作成している Friesian、Brah囮an、Boran(写真 1)

、Fogera(写真 2)、Friesianと Arsiの雑種などであった。今後 Barka、Horro、Arsi

などを る計画がある。これら

ピアの在来牛］の項でまとめて解説した。

3月1日はMOAの Mr」I.Ali

OAアペルノサ牧場を訪問した。ここ

内で、アジスアベバ

については、 [6窃エチオ

160k孤にあるズワイのM

1850~1700且、総面積は5000haあり、この

うち99%が自然牧野である。年の最高と最低気温は 28℃と lO℃、年間降雨量は 550~600 

mである。この牧場では Boranの純粋種を約 700頭、 Frieslanと Boran

500頭飼養しており、

方 比較

に行

の中

エデオピアではコプロ麿を使用しており畜

り納得できた令帰りにズワイにある IL 

くなっていた窃

いる必かと思ったら、

え訊ば良いこと

の

に寄ソヽ Dr .. J. 

恥haHedから の 明を受けた。

3月4日はアジスアペパ ー KMのデプレベルハンにある、 ILCAのハイラン

ド研究施設を訪問した。ここは標高が約270011あり、日差しは強いが日陰に入ると涼しい。

途中でこの国の代表的な食べ物であるインジェラの原料であるテフの説穀風景（写真 4)

燃料用に牛糞を乾燥している光棗（写真5)に出会い、家畜と人間との深い結ぴ付き

に感心した。テフは日本の路傍に生えているニワホコリの仲間で、エチオビアの標高1800

~3000口の間の地帯で栽培されている。テフの畑は 2 の禁で耕され（写真 6)、ロ

バを使って運搬していた（写真 7)。粉にしたテフを水でとき発酵させ、これを薄くのば

して焼いたものに香辛料で味付けしたシチュー（ワット）をつけて食ぺる（写真 8)。

イランド研究施設では、 や羊など

しており、 Dr.Negusseから説明を受け

のうち、 Horo(写真9)、Menz

チオピア

3月5日

ろっ させる研究

がいくつかいる ァ
J

10)、動!lo (写真日）の純粋種を繋養していた0 エ

ついては、 [7. ;t. チオピ
ぺ

j

Mr. T. Gebre・Meske I! こ

でまとめ

し、

し

斎

ってい： Mr. M. 

けとい→ よ

にあふ

に需要がある f、セベタの レ の

l 



乳牛はスタンチョンにつながれ、設備は近代化していた。ただし平均乳量は 8kg程度と言

っていたさ

3月6日は lLCAの研究部長の Dr.H. Fitzhughに面会し、 ILCAの研究全体につい

て説明を受けた。そ 遺伝資源のデータペースなどを担当している Dr.E.Brunsと

Mr.M.D.Asfa冒に面会し、 ILCAで開発したシステムの紹介を受けた。 午後は Dr.E. 

Mukasa-Muger胃aの研究室を再訪して、在来牛の能力評価の研究状況の話を聞いた。夕方は、

在エチオビア日本大使館の関口、今屋、福岡書記官と会食した。最近エチオピアの政情は

かなり緊張している状況にあり、特にアジスアベバから北部では政府軍とゲリラの戦闘が

頻発しているとのことであった。事実、この日から約3カ月後の 5月28日には、反政府

勢力がアジスアペバを制圧してしまった。

3月7日はlAR(Institute of Agricultural Research: 農業研究所）のDr.A.Gebrewold

の案内でアジスアペバの西方45kmにある IARホレタ試験場を訪問し、さらに西方のゲネ

ットの畜産部を視察した。ここでは Friesianと Boran、FriesianとJersey、Simmentalと

Boranの交雑種の泌乳塁の比較試験を行っていた。またこれらの交雑種を用いた牽引試験

を行っていた。試験のやり方は、 2国の幅で区切った50mの長さの畑の通路を、重石を乗せ

たソリを引かせ、牽引に要する時間を測定していた（写真12)。

3月8日はアジスアベパの南方70k11にある ILCAのデプレゼイト試験地を訪問した。

!Jr. S. Crosseの案内で乳製品の実験室、代謝試験、繁殖試験などを視察し、次に Mr.胃．

Tayeから、牛の牽引で畑を耕起する時に使用するプラウの改良型の説明を受けた（写真l

3)。今日でエチオピアにおける調査は無事終了した。エチオビアでは車で移動したどの道

路でも、色とりどりの zebuを連れて歩く人達に出会った（写真14)。

3月9日の朝にアジスアベパ空港を出発し、約2時間でナイロビ空港に到着した。空港

には熱帯農業研究センター派遣の今田氏（家紺試）と鈴木夫妻（京大霊長研）が迎えに来

てくれており、これから約2週間滞在する ILRADへ案内してもらった。 ILRAD ( 

International Laboratory for Research on Animal Diseases: 国際獣疫研究所）は、家

畜の疾病について研究する国際研究機関として 1873年に設立された。 ILRADの本

部はケニャの首都ナイロビにあり、ラボ 1~7のセクションでトリバノゾーマ症や東海岸

熱症などの疾病に関する紐礎研究を行っている。

3月 11日はまずILRADの所長 Dr.A.R.Grayと研究部長の Dr.A. J. Tea leに挨拶

した。その後ラボ 5の Dr.J.J.Do'Jleに面会し、東海岸熟とタイレリアの説明を受けた。

に
心



日

3月1

アジスア

が大きく

される

性が高ま

こ
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な

ロビにある ILR.A 

る

トビックは、 トリパノゾー

あ

に発展するものと思われッ必

3月13日はナイロピ

ウオータバ

することや、

の厨令G.d'let鱈⑰

ため

明し、野外でのトリパノゾー

lBOk鷹の所にあるナク

ラックスなどの

し

、し

による

はナイロ

に行っ
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G.d'letet巳がら rリ

などを視察した。

しておッし

ゾ

によっ

を選抜育種できる

できるまでには、さら

る上から重要

した位

イボイノシシは歯の数や、日

ヽ

ないなど他のイノンシ科の種類と異なる。ウオータパックはウ

シ科で水生植物を好んで食べるので、水辺から500罰以上遠くに ない。ハイラックス

はウサギに似ているが、手根骨の配列などからゾウに近い動物である、などの遺伝

資源として面白い特徴がある。ナクル湖は塩湖でフラミンゴが多く生息する所としても有

名である。

3月14日はインド洋岸のモンバサにある ILCAの試験地を訪問するため、マリンデ

ィ経由でモンバサに向かった。モンバサの ILCAは、 KARI (Kenya Agricultural 

Research lnsti tute: ケニヤ農業研究所）の敷地内にあった。 Dr.胃.Thorpeは、亜湿潤の

沿岸地域での小農的牛乳生産のパイロット研究をKARIと共同で実施していた。赤道直

下の海岸はさすがに暑かった。夕方になって近くの小規模の酪農家を視察に行った。

Friesianと Bonanの交雑種を 10数頭飼育していた。この辺りでは特に優秀な酪農家と

いうことで、サイレージを作り、草地の状態も良好であった。

3月15日の早朝に、モンバサからフニリーで対岸に渡り約 1時間の所にある、小反す

う家畜研究プログラムを視察に行った。試験地には羊が約700頭、山羊が約200頭飼育され

ておりりr.L. Reyno Idsの説明を受けた。羊の品種は Doper(写真16)とRedMasai (写真

であった。山羊は小型の Gallaという品種であった。同じ試験地で飼育されていた乳

は、 Friesianなどのヨーロッパ品種と Sahiwal との交雑種であった。畜舎の屋根はコ

（つ
リ
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られていたQ

モンバサで

モンパサ

はKARIで Dr.MallorJJト

ごしやすい朝と夕方に

ンゴにある民間の Boren

ゾーマに

るようである沼

した。

• Thorpe , Dr. じ員ul!

除に積極的に取り

年は雄が660頭、

賛r.礼 E.!lo肖lerであった"この牧場ではトリパ Jゾーマの防

行っていた（写真18),。昨

には Saisalfirberからサイ

いたも牧場の近く

あり、材料の運搬に Zebu

ていた 。Mr.M.E.Dowlerは ているというので、自宅

Guernseyと Sahi冒alや RedPol! と Sahl

多で、いわゆるスダレに謬｀った牛もいた

3月17日にモンバサからナイロビヘ帰り、 1 8日はカベ

ここには Boran冷 Sahlwaし SiHental と Sahl冑al

t ， 

を視察し
ヽ

を

Dr.J.M.Nfogu 

輸出した

では¥ は

されていた（

22万本製造し澪 8

はナイロピ大学畜産部の Dr.A.B.Caelesに面会

システム て話を間いた。 に所長主催のパーティ

があり今田氏と出席したところ、ラボ 3の にお会することができた。

3月19日は、ナイロビから南東60kmのカビテにある ILRADの牧場を訪問した。牧

場の面積は13000haもあり（写真23)、敷地内にシマウマなどの野生動物がいた。ここに

は Boranや、 N'Dama、Ayrshire、 Herefordと Boranとの交雑種がいた。 Dr.Kenedyが

奥さんを肋手にして、ちょうど受精卵の移植実験を行っていた。これまでに受精卵移植で

分娩させていた。夕方には ILRADに帰り、所内にいる牛を見て回った。トリパ

ノゾーマに抵抗性があるといわれる N'Da圃aは、

いた（写真24)。 20日はロンドンに出発した。

は異なるが体型は日本の和牛に似て

3月21日は 1)--ジェントパークのロンドン動物圏の前にある ZoologicalSociety of 

London (ロンドン動物学会）に行き、 Dr.A.P.F.Flintに面会した。この協会の歴史は古

く、国際動物園年報を出版したり、野生動物の保護について活発な活動を行っている。研

Dr.II.Stanley, Dr豪 M.Bruford, Dr.R名 North,Dr.C.Argoから現在行っている研

究の説明を受けた。わが園の動物遺伝資源事業も、これらの機関と連携を深めて、情報交

換を積極的に行う必要性があることを痛感したむ

-~7 
/ 



6. エチオピアの在来牛

エチオビアは赤道に近くに位置しているが、国土の大部分は高原となっているため、か

なり冷涼な環境となっている。しかし牛の生産に対する条件は複雑で、その土地に適応し

て抵抗性を持った在来牛が、経済的に重要な役割を果たし続けている。

エチオピアの面積は約1221.900k m2あり、 57%は永久的な牧野、 11%が耕作地、 18%は不毛

の砂漠や沼地である。残りは川や湖や森林である。推定人口は2700万人で、そのうちのso

％は都市部以外に住んでいる。人口の大部分は高原の農業地帯に集中しており、残りは牧

野を家畜と供に移動する半定住の遊牧民である。エチオビアには牛が2700万頭、羊が2400

万頭、山羊が1800万頭、ラクダが 100万頭いると推定されている。表3には個人所有の家

畜頭数を示した。このように家畜の頭数は多いが、農業生産額に対する家畜生産の割合は

小さくわずかに25%で、主な翰出品目は皮である。これには、①全体的に家畜の頭数が多

く過放牧、②低栄務状態、③水の供給が不十分、④適当な市場や流通手段がない、⑤畜産

行政の取り紐み、⑥いろんな伝染病や寄生虫病の広範囲な蔓延、などが影響している。

エチオピアには、少なくとも紀元前 2000年より Bospr i圃igeniusまたは Ha11itic

longhornがいた。 Brachycerosまたは short-hornedcattleもエチオピアにいた。エチ

オピアには東から 2つの Zebuが導入された。 1つは紀元前 1000年にセム族の進入と

共にアラビアから入った Zebuで、初期の Hamiticlonghornと交雑して Sangacattle 

を作出した。 2つ目の Zebuの導入は、 689年に始まったアラプの進入で最高潮に達し、

エチオビアの広い範囲において Sangaと入れ替わった。ある地域では Sangaと完全に入

れ替われなくて Sanga-Zebuという中間的な品種が作出された。エチオピアの牛品種を表

4、地理的な品種分布を図 3に示した。

Boran 

エチオビアで Boranaと呼ばれる有名な Boranの起源は、ケニャとソマリアの国境に近

いエチオピア南部のシダモ州のボラナ（地名はカタカナで表記）である。この地域には広

大で優れた牧野が広がっているが、亜乾燥地域で慢性的な水不足のため十分に利用できな

い。このような南部の牧野は、エチオピアで最も重要な家畜生産地帯になっている。標高

は 1250~1500国、最高と最低気温の平均は 26℃と !2亀 5℃、年の降雨塁は692nである。 10

~2月は非常に乾燥し、雨期は7月中旬から9月と, 3~4月の2回である。雨は短い周期で激

しく降る。年を通して降雨璽より蒸散塁の方が多く、 あるいは短期のひでりを引き起

8 -



頂上が平になったアカシアなどの灌木が生えるサバンナや、群生した草がま

ばらにあるステップである。この地域の森林は広範囲に伐採されており、

ってい恥過放牧と薪をとるために木を伐採したことが原因である

人口はまばらで、遊牧民が約 100万頭の牛を世話しながら暮らしている。遊牧民の関

し

しいため、；。ドラ

蜘ran

ボラ な

る上でうまく慟いている。ふ

そ 汲んで牛に与える。

に要する作業が極めて多い。ある深

なる。

に入れ亙

な取り

しで水を

水の間

は距離があるため箋

は[1~4日毎である

Boranは非常に良好なサイズと体型をした Zebuで、乾燦地梢や亜乾燦地帯での

に高い潜在能力を持っている。毛色は非常に明るい色をしており、普通は白か灰色である

淡褐色、淡黄褐色、淡赤色やまだらもいる。皮廣は薄く、ゆとりがあり、しなやかで

ある。 Boranがこの地方の強烈な太陽の放射熱と高い気温に耐えられるのは、このように

く、皮膚の質がよく、表面がつややかで、短い毛が関係しているのであろう。

Boranの最も重要な特徴は、慢性的な水不足に耐えることができる点で、長い乾期やたま

こる広範囲の干ばつの時でも、乾燥した牧野で生存することができる。

エチオピア遊牧民が飼養する 平均生時体重は18土0.3kgであった。雄子牛(18.2土

17.8土0.3kg)に比べてわずかに重かった。 Ada罰iTul uと Abernosa

の

なわち

で24kg、

間中

1月に 17記生まれ、

カ月は、 し当甘

と

fご
ヽ
9
9
.月力パ

あった。放牧条件で生

ったことによる。

る。す

は最悪になっ

"g 
した240日

75kg、

あったも

で 72kgであり、 Adalll

などのように管理



された条件下では雛乳時体重は大きくなる。このことは Boranの離乳時体項をごらに

できる可能性が大きいことを示している。遊牧条件下で離乳時体重が小さいのは、人間が

ら搾乳するためであり、さらに水が少ないことから生じる栄養的ス；、レスも母子に

影響している。

エチオビアの遊牧条件での Boran雌牛の成熟体重は314kgであり、 Ada四iTulu 

Boran雌牛の体重の平均は 354.6kg(290~410kg)であった。同じ

牛の体重は346.9kg(300~385kg)であった。

IARが①放牧のみ、②放牧十濃厚飼料、③乾草十濃厚飼料の 3つ して、

恥ranの飼養試験を行った結果、最も大きい増体は、乾草十

）、次いで放牧十濃厚飼料区(546g/日）であった。放牧のみでは 1日当たり

385gしか得られなかった。雄の方の増体は雌より 10~!7%優れていた。①放牧のみ、

②放牧＋濃厚飼料、③乾草十濃厚飼料のそれぞれで、枝肉重塁は 194、236、266kgであ

日

枝肉歩留は 55.5、55.0、57.2%であった。エチオピアの砂糖生産会社が、地方種をフィー

ドロットで飼養した試験がある。飼料の内容は、粧蜜 48.6%、 トウモロコン8.

％、ミネラルl.2%などである。その結果、肥育期間中の 1日平均増体塁、冷枝肉重問、枝

肉歩留は、 Boranで778~893g/日、 149~206kg、50~55%、Arsiで554~613g/日、 Ill~

155kg、48~53%であった。生体重 1kg増加に要する飼料要求率は乾物量で、 Boranl L 9kg、

Arsi 12.7kgであった。ケニアで行った試験では、平均月齢35カ月

のBoranの枝肉重置は214kgで、枝肉歩留は55.2%であった。

Boranは肉牛としてみられるため、乳質についてはあまり関心がよせられていないが、§

乳牛としても高い能力を持っている。子牛が飲む塁に人間が搾乳した乳を加算して推定し

した哺乳中

た、遊牧システムでの 7カ月間の乳量は 843kgであった。 Ada鳳iTu lu 

の初産分娩月齢の平均は36~45カ月令、妊娠期間は 289日、

1泌乳期の平均乳量は494kgであった。

Boranとその他のヨーロッパ品種との交雑試験の報告では、

時体重、 90日間飼育した去豹牛の 1日平均増体量は、純粋種で 21.6kg、135心 9kg

のBoran

， 4 

791g、交雑種では 28.0kg、166.4kg、1090gであった。 1日

異があり、Friesian、Aberdeen-Angus、SantaGertrudis、Here『ord、Brah罰an,Charol.a 

でそれぞれ932、968、1141、1159、1241、1386gであった。

交雑種の繁殖能力 によると、受胎に要した交配回数、

‘―-10 
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れぞれ！必55、28L8日、'(l8、

目の 305日間

1さ79、280さ ：3日,0,34で

338 gヽ
 

・ド

2217kgと ている。

るo I ARでは自然草地

種と

で0.49kgであったむしか

で

に放牧しだ Boranや伽rroなどの Zebuとマら'

は Zebuで0.53kg冤

りト
ふ

は、逆に交雑種(0.51kg)の方が Zebu(O.49kg) 

い飼養条件下では、純粋の Boranと Friesian 

やHerefordと

Boran (I)能力が有意に低下したという甜告がある。

に関しては Boranはほとんどの伝染性疾病に

を高めた飼養条件下では、

（
 

East C⑬ st Fever)にかかり

はまだ東海岸熱は発生していない＆

といわれている。ただし幸いなことに、エチオピアで

Arsi 

Arsiが飼われる地域は、アジスアペパの南の中央山岳地帯である。 Chila!o山の標高は

4306旦で、この近くにはその他にもいくつかの山がある。過去数年間良好な牧草が豊富に

あったため、この地域では牛の頭数が増え過ぎ、乾期に放牧で含る面積が極めて不足する

という問題が生じている。 1 2月

は13701llllである。略奪や窃盗から

。休耕地や耕作地の

るようになる

Ars iは タイ 中

グループから作出されたと考えられる。

い"毛色は赤である。性質

は15N20℃、

を放牧し冷

にも短期間放牧する。乾期には、牛

Abyss in Ian Short・-horned 

110c且

なると敷地内か

を

深みがあり、尻 している。

遥しており、牛乳と

く行われるようになったことやそ

減少している

んぐりしている

く、額は平直である。体に

い山の斜面

ある

より、 Arsi は
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Fogera 

Fog eraの起源は、アジスアベパの北にあるタナ湖の周辺である。この地域は農業的には

恵まれており、水や放牧できる牧野が豊富にある。主な問題は大雨期(6~10月）の洪水で、

その時期には牛を丘へ移動させ、洪水が鎖まってから連れて帰る。そのため牛の所有者に

とっては、半遊牧生活をしていることになる。洪水がない時の牧野には、みずみずしい草

が繁茂する。しかし乾期の終わりの 2カ月間は牧野に草はなく乾燥しており、家畜にとっ

てはかなり厳しい。また年に l回起こる洪水が原因で、ヒメモノアラガイが媒介する

つ症の感染が高まる。 Fogera平原は海抜1800mの高地にある。亜湿濶地域に位置し、夏の

気温はまれに非常に高くなる。最高と最低気温の平均は、 27℃と 9℃、相対湿度は77

％である。 6~10月は雨が降るが、残りの月はほとんど降らない。年の降雨塁は J500uで、

このうちの80~90%は8~9月に降る。排水に問題はあるが、土地は肥えている。

Fogeraは背が高く強健で、長い脚と深みのある体をしており、この地域の環境条件によ

＜適応している。そして役用、肉、乳生産用として優れた能力をもっている。大柄で傾斜

した尻をし、胸と胴体は深く、従順で扱い易い。乳牛としての価値が高まっている。推定

頭数は 80万頭で、その数は急速に減少している。農家は耕作面租を拡大しており、

Fogeraよりも小型タイプの牛の方が牧野面積を多く必要としないので好ましいと考えてい

ることが、頭数減少の主な原因である。すなわち彼らは牛の頭数を減らす代わりに、土着

(Somada)の矮小な Zebuと Fogeraを交雑しているのである。

Horro 

Horroという名前は、 HorroGudruの地方名からきている。 Horroが飼われる地域は、

北西エチオピアの中央山岳台地の西側地区である。赤道に近く、標高は2200mある。この

地域には十分な降雨があり、湖、池、川に豊富な水がある。川の流れは青ナイルにつなが

る。気候は亜湿潤地域で、年の平均気温は 17℃、年の平均降雨量は140011111である。 10 

~2月が乾期、 3~4月が小雨期、 5~9月が大雨期である。標高の高い地域では、家畜

は移動しないで定着している。雨期や乾期の始めは家畜を村の近くで飼養し、乾燥した灌

木や草を焼き始める時期になると、より低地の谷間に連れて下りる。

!lorroの体のサイズはエチオピアの牛の平均より大きく、枝肉や皮は市場で高く取引さ

れる o Horroの毛色と体型は揃っている。比較的体の深みがあり、胸が広く、肋骨は張り、

体上線が平直である。乳房は小さいが形が良い。肥育しやすく軟らかい肉を生産するため、

- 12 



肉牛として評判が高い。泌乳能力も有望である。これは定着したのが土着の Abyssinian

Zebuではなく、体型がよく潜在能力を持ったSanga-Zebuの中間タイプであった典型的な

ケースである。

Horroはこの土地の閲境によく適応しており、地域に共通して見られる問題、すなわち

肝てつに対して抵抗性がある。正確な頭数はこれまで推定されていない。しかし干ばつ、

交雑、その他の要因により、このタイプの牛をみる機会は明らかに減少している。

Oanaki! (Ada! or Afar) 

Danak i Iの飼養地域はエチオピア高原の東周辺部と紅海に囲まれた半砂漠地帯のステッ

プである。そこは極めて過酷で暑く乾燥した地帯で、水は辛うじて使える。この地域の中

心部は海より低く、凹地になっており極めて暑い。 Oanaki lは薄い毛色をした Sangaタイ

プの牛で、体はきゃしゃであるが強靱で、半月状をした極めて長い角を持っている。脚は

細く長く、背は平直で尻が頷斜している。体高の平均値は!25~135cmで、体菫は250~375

kgである。 Oanaki lは乳生産用に飼われ、 4~6カ月間の泌乳期の 1日当たり泌乳塁は1.5l 

リットルである。 Oanaki Iはこの地方の劣慇な条件に対して優れた適応性を示し、牛乳を主要

な食品としている遊牧民にとって重要な家畜になっている。

Raya-Azebo 

この牛は Danaki Iから派生した品種であり、ガラ族が農業を営む Ashangi湖の東側の

同じ名前の地域で作出された。生息地域には谷間が多く、標高は1500~2500mである。土

壌は肥えており、粘土質である。これらの沖積層の表面には、有機物、リン、カリウム、

カルシウム、マグネシウム分が多い。この地域では、川の流れや比較的多い降雨から十分

な水が得られる。気候は温暖で、亜湿潤地域に入る。

どちらも Sangaの同じタイプであるが、 Raya-Azeboはもとの Danakilに比べて、大型

で、体重が重く、背が高く、体型が良い。 Raya-Azeboは農耕用だけでなく、肉や牛乳生産

用として飼われている。現在この品種は、エチオピア山岳地の北東の国境沿いにおり、飼

養頭数は変わっていない。

Abigar (Nuer) 

Abigarは SudanessNiloticから派生した品種で、スーダンとの国境近くの西エチオピ
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アのガンペラ地区の した Sangaタイ ある怜

平坦地で、ツェッエパエがはびこっている名ふ~bigar は

用に飼養される（粉にしたトクモロコ ◊ Ab1garの背

に高く、角が長く、頸から肩にかけて小さい

平で、胸囲が良好で、体の深みがあり、長くまっすぐな脚をしており、体の均称が良い，，

は日色で明るく、褐や黒の模様が混じっている。性質は従順で、肉は軟らかく、 1日

当たりの泌乳塁は 3-~5リットルである。推定頭数は40 している。

Sheko 

Shekoはケファ州西部のスーダン国境に近いに地域に分布する。隔離された岩の多い

地に住むシニコ族が、牛乳生産のために飼育している。 Shekoには肩峰はなく、あっても

極めて小さい。体格は小さく、 Jerseyに似た短い角がある。無角のものもいる。毛色は褐

色とか白黒である。初庄は 3~4歳齢で、乳塁は 1日当たり 1~2リッりである。この地域

にはツェツェパエが発生し、近年頭数が減少している。

Kuri 

Kuriはイルパポール州のバロー川に沿った低地に分布している。かなり大型で、雄では

たまに 50 0 ~6 0 0kgのものがいる。この地域は放牧に適しており、牛の頭数も多い。

毛色は白で、小さい肩峰があり、根本が太い半月状の長い角に特徴がある。

Jiddu 

Jidduはシダモ州やパレ州からソマリアにかけて分布している。体格は Boranに似てお

り、肋が張り、体の深みがある。角が長くて、肩峰が小さい。毛色は雑多で、鼻鏡が白い。

Arab 

エリトリアの東側低地で見られる非常に小型の Zebuで、体高の平均値は106c国、体重は

160~230c員である。頭数は l万頭くらいである。このような厳しし汀環境のなかで、わずか

な乳や肉を生産するために飼養されている。
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い詞G

エリトリアの中央高地には Sangaと Zebりの中問型

（体高の平均は 11 1 C霞）であるが、頑強で従順なため、

に適している。 Arabの皮は非常に厚く、これはエリトリア

大きな違いである。 Barkaが繁殖できないと言われている

適応性がある。推定頭数は 50万頭である。

Barka 

Ar adoがいる。この牛

や少し生産する乳

いる Barkaとの

でも，， Arado 強く

エリトリアで最も良い放牧地域で、 Zebuの BarkaがBeni-A口ir遊牧民族によ

• □判 4パ!,'-いる。ここでは乾期には川床の中や近くの浅い井戸から水を得ることができ

る。このような良好な環境によって、 Barkaの泌乳塁はエリトリアだけでなく、おそらく

エチオピア全体で最も高いと推察される o Barkaの背は高く、強靱で骨太で長く強い脚は

食べやすい草地を探して長距離を移動するのに適している。雌牛の乳房や乳頭はよく

している。ただし Barkaは性質が非常に神経質である。去塾牛の枝肉歩留の平均は 48腐

で、その肉は軟らかく、しばしばサシが入っている。推定頭数は 10 0万頭であるも

Abyssinian Zebu 

この他にオガデン砂漠を除いたエチオピア全土に、多様なAbyssinianZebuが分布して

いる。

Short-horned zebu : シダモ、ショア州に分布する小型で頑健な Zebuである。成牛の体

高は 90~120c開、毛色は雑多で、 1日当たりの乳量は約 2リットル。

Smal I zebu (Jijj iga): オガデン砂漠の北の Jijjigaに分布する。 Short-hornedzebu 

に似ており、体高は110c団以下、毛色は雑多である。

Highland zebu: パレ州の山地や高地に分布する。角は短いが、長いものもいる。 雌牛

の成体重は200kg程度である。毛色は雑多。

Black zebuまたは Je町 Je日 zebu

シダモ州の標高2500~3000mのところに約20万頭分布する。体裔は110⑪程度。毛色

は雑多で、たまに斑紋のあろものもいる。
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7公エチオピアの羊

エチオピアには約2400万頭の羊がおり、非常に変化に満ちた気候や地形によって、

羊の遺伝型が保たれている。エチオビアでは 11の品種に名前がつけられているが、この

うちの数種類しか特徴が調べられていない。ここではエチオピアの代表的な 4つの羊品種

について示した（表5)。 4つの品種はそれぞれ異なった生態的ゾーンで進化したもので、

Ada! と SomaIi Blackhead breed は低地から標高110011に、 Ho[loは標高1400~2000mの

中間的な高さに、 Menzは2500m以上の高いところに分布する。

Menz sheep 

Menzはエチオピアの数少ない羊毛用品種の 1つである。 Menzの体は、粗い毛とその下

の軟らかい毛が絡み合ってできた羊毛で覆われている。毛色はふつうは黒や暗褐色である

が、まれに頭、類、脚に白の斑紋をもつものがいる。その他に淡褐色やさし毛のあるもの

もいる。ふつう雄には捻れた長い角があるが、雌にはほとんど角がない。耳は小さく前下

方に傾いており、胸垂や肉ぜんはない。体はコンパクトで、やや前勝ちである。尾には脂

肪が付き、飛節の途中まで伸びており、端はやや捻れている。雄雌ともに性質は非常に神

経質である。雄と雌の平均体高は、 64士1.0と58士0.9cmである。

Menzはシ aワ州の北部とウオロ州の、標高2500~3000mの地域に分布している。この地

域の雨期は 2回あり、年の平均降水費は1100~1360mmで、 3~4月の雨期に草が生育する。

Ada! sheep 

Ada! sheepは脂訪尾で比較的小型の品種である。成熟時の体璽は20~38kgである。雄雌

とも角はない。耳は痕跡程度で小さい。顎垂や胸垂部のついたものがしばしば見られる。

尾には脂肪が付いており、根元は幅が広く、先は飛節まで達している。体は短く粗い毛に

被われている。プロンド色が多いが、暗い白色から淡褐色の変化があり、まれにスボット

や暗褐色もある。成熟した雄と雌の体高は 66士0.6と 61土0.7cmである。

Ada I breedの飼養地域は東エチオピアの中部アワシ峡谷一帯であり、標高は300~1100旧、

雨量は300~700mmである。 Ada!は過酷な環境条件下で作出されたため強健である。干ばつ

の時の死亡率は牛に比較して小さい。

―--16~--



Somali Blackhead 

この品種は東アフリカの羊として世界的に最もよく知られている。頭と頸が黒く、体と

脚は白い。たまに頸が暗褐色のものがいる。体は短く、剛く、てかてかした毛に被われて

いる。雄雌ともに無角であるが、たまに雄には角の痕跡がある。ひずめは熱色である。頭

は小さく、額はかなり凸面である。鼻は普通は直線であるが、たまに段鼻のものがいる。

頬は脂肪で膨らんでいる。耳は短く、前方に伸びている。ほとんどの羊で顎から胸部にか

けて顎垂がよく発達し、顎と胸部に脂肪が付着している。尾の形は短くて脂肪が付着して

おり、先は細くなり垂れている。尻には脂肪が付いている。体重は Ada!と同じ程度で、

体高は成熟雌で 62士1.0cmである。

この品種はエチオピア南東のオガデンが起源であり、ゲムゴファ州のルドルフ湖の西で

も見られる。またソマリアやケニャの近くにもいる。飼焚地域の標高は1000m以下で、500

m以下のところにもたまにいる。気候は乾燥地域で、年間雨団は200~400mmと少ない。

Soma! i Blackheadは Ada!sheepと同じく強健で、乾燦や干ばつになりやすい環境に適応

している。

Horro sheep 

Horroの毛色はかなり揃っており、ほとんど濃淡がない黄褐色（非常に明るい茶色）で

ある。例外的にクリーム白、暗褐色、黒やスポットがみられる。体は短くなめらかな毛に

覆われている。雄の額はやや凸面で、角は雄雌ともにない。頸は比較的長く顎垂はないが、

たまに顎の下や胸に脂肪の塊がある。肉ぜんはめったにない。脂肪尾は根元が細く三角形

をし、尾の先は飛節の上にまで達している。たまに雄羊でたてがみのみられるものがいる。

成熟した雄と雌の体高は、 73士1.3と68土0.8cmである。

Horroはエチオピア西部に広く分布している。その地域は、ショワ州の西側と、ウオレ

ガ州とカッファ州の境界線付近の地域に、イルバボール州の東部分が加わった地域である。

この地域の標高は 1400~2000m、年間降雨量は1000~1400mmである。エチオピアの他の

品種に比較して Horroの最も目だつ特徴は、サイズが比較的大きいことと、多産性である。

雌羊の年齢が 2、 8、 4、 5歳の時の平均産子数は、 1.21、1.64、1.66、1.76であった。

このようは特徴は、 Horroの雌を、発育が良くて体重が重い品種の雄との交雑に利用し、

小羊生産を行うのに適している。 IARでは離乳前の7週間クリープフィーデングし、 9

0日の平均離乳時体重を25.4kgにすることができた。
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についてHorroはトリが )'}'-1感染地域の周辺で飼われているが、トリI¥'pj'

分に調べられていない。 Ada!,So111al i Blackhead , Horroとも

節性は認められていない。 IARの研究ではこの3つの品種は 1

ではもっと早期に分娩できるとしている。

したが、 Horro

まとめ

アフリカにおいて牛、羊、山羊などの草食家畜がはたす役割は極めて大きい。これ

力源に電気や石油を用い、道路が整備されていて交通にさほど問題がない国に暮らしてい

る者からは想像できないことであった。そこでは家畜は単に食用を目的に飼養されるので

はなく、畑の耕起や脱穀等の動力源、荷物の運搬などのあらゆる生活面で活用されていた。

また家畜の所有には財産的な意味があり、さらに家畜の管理には家族や部族の協力

であるため、それらのきずなを密にするシンボルでもあった。今回出張したエチオピアと

ケニアには牛がそれぞれ 2700万頭と 1300万頭、山羊と羊が 4200万頭と 15 0 

0万頭飼焚されており、首都からほんのわずか郊外に出ると、道路や原野におぴただしい

数の家畜がいた。そこでは、わが国においてもわずか 30年位前には見られた、家畜と人

がごく自然に融和している光股があった。

アフリカ社会において家畜は重要であるが、多くの問題も存在する。家畜が摂取する飼

料はその地域の天然の草に全面的に依存し、外部から飼料を導入しない飼接形態であるた

め、気温や雨塁などの自然条件が家畜の状態に直接影響する。特に雨期と乾期が明椋に分

かれる熱帯サパンナ気候の地域では季節的に恒常的な草不足が起こり、家畜の栄登状態は

極度に低下し、各種の疾病に感染する可能性が高くなる。そこでこの栄養不足時期

の損耗をいかに防止するかは重要な問題である。

アフリカの広域疾病として特に璽要と考えられるものとしては、 トリパノ （眠~

り病）とタイレリア感染症（東海岸熱）がある。 トリパノゾーマ症とはツェッエパエ

介する人畜共通症で、赤道付近の湿潤及び半湿潤地帯を中心に広範囲に汚染されている（

図4)。また東海岸熱症とはダニによる媒介で伝染する疾病で、ケニアやタンザニアなど

のアフリカ東部で広くみられ多大な被害を与えている（図5)。

現在までにこれらの疾病を防除する対策としては、 トリパノゾ-ベマに感染している

の動物を撃ち殺したり、ツェツェパエの生息する森林を伐採する方法がとられてきた。ま

たDDT等の化学薬品を大量に使用して疾病伝染の原因となる吸血昆虫を一掃する方策も
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とられておい自然保護の立場から物議をかもし出している。 の広域疾病を防除する

ために、アフリカの自然環境の破壊が促進されるような対策は、長期的な観点から好まし

くない。

トリパノゾー

は、 A,｝
 

とも防除方法について研究実施段階にある。実際の飼育

交雑により家畜の疾病抵抗性を含めた生産性を高める方策

が取られていた。エチオピアの農業省 (MOA)では家畜改良プロジェクトを推進してお

り、アペルノサ牧場で Boranと Frieslanとの交雑試験を実施していた。牧場では交雑牛

の

牛の占める割合を高めていた。ま

ルを作成し、農家への普及を図っていた。このような

人工授精センターに繋捉していた。センターにはその他に Friesianと Foreraや Arsi

との交雑種がおり凍結精液

Horro、Arsi 

Sahl胃al、RedPol lと Sahiwalなどの

当たっては、西洋品種の血液をど

の説明では、交雑種は確かに

件との相互作用に注目する必要があることを強調していた。すなわち良好な栄蓑条件のも

とでは西洋品種の

が良く雛乳率も高いため、交雑牛を畜産農家へ分譲できるように、交雑

る計画がある。 ケニアのモンバサの酪農家では Guernsey と

い

していた。近い将来にはエチオピア

に比較して能力

能力

る傾向がある。アフリカの家畜生在においては、我々が想像する以上に

化が大きいため、遺伝能力と環境条件との

今回の調査は中

ーの日高輝展研究第一部長と

に終えることができたのも、

ます。ま

紺生管理、飼料生産についてのマニュア

謝辞

を考慮しながら

する Friesianは、国立

を飼育していた。このような交雑種の利用に

にするかが重要であるもモンバサの ILCA

るが、飼従管理、特に栄痰条

なりました。

くなるが冷逆に低い栄蓑条件では能力が低

問題を常に念頭に置く必要がある。

したもので，

フが
占し

の Barka、

セン

をおかけしました。

＜ 

ア

J
9

:
；
 

らは、調査に当たり有益なご助言を戴きました。記して深

く感謝いたしま

1n -一
土ヽ9
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Summary 

Domestic animals being raised recently have a trend to be 

concentrated on specific breeds with superior profitability. 

Besides, many valuable animal species are decreasing al I over 

the world due to change in natural environment. On the other 

hand, however, usefulness of genes with conspicuous features are 

increasing. For th・ 1s reason, it is becoming more and more 

important to survey genetic resources that are considered to be 

hopeful in the future and clarify the information as to where 

they live. In connection with the animal genetic resources in 
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globe, and decrease in valuable animal genetic resources is 

worried about seriously、 In order to collect information 
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図 3

Danaki I 

忍•..... 
1.J I: 〉llorro... , 

エテオピアの祖釆牛CD".'. 分布

参考資料 3)
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牛

□鵬 トリパノゾーマ

症の発生地域

図 4 アフリカにお げる牛a:>".'.分布テと

トリ／ゞノゾ苓ーマ症の吝生坤域

収集資料 30)
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表 1 調査 日程表

日数I年月日 旅 程 行動内容

I 12ぷ 25 (月） I 成田

゜`．．`．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
28 (木）1

................. 言...........................................

く ， ヽ

国際アフリカ家畜研究センタ一本都 ILCA訪問（意見交換、資
料収集）、在エチオピア日本大使館表敬訪問................................................................................................................ 1エチオピア農業省 MOA訪問（意見交換、資料収集）、［国立人工
授精センター訪問（意見交換、家畜調査）......... べ● .........。 S べ···········•·•····--•········· .゚..........゚.................
MOAパ~Jf牧場訪問（意見交換、資料収集、家畜調査）

eアドワの戦勝記念日

lLCAハイランド研究施設訪問（意見交換、家畜翡査）

......、・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・----・・・・・・・・--・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..··•·····• 
乳業会社訪関（意見交換）、レピの乳牛牧場と接骸場訪閻（意見交
換、家畜閲査）....................................... 心●... ● 口.....
ILCA再訪問（意見交換）、 !LCA図苗誼｛資料収集）

.......................... 重......今......、....々............................................................
IARホレタ試験場訪問（意見交換）、 IAR励物牽引ruり万人

訪問（意見交換、家畜調査）、夕方曰本大使町習記官と会合⇒ ぷ.....。...の......ゞ...呵........................と・............ヽ←〇ゆ...・.....ロ・・島島●● ● .............、.......● ... 
ILCAデブレゼイト試験地訪閥（意見交換、家畜閲査）

国際獣疫研究所本部 ILRAD訪問（意見交換、資料収集）
在ケニヤ日本大使館表敬訪問、ナイロピ国立博物館訪問................................................................................................ 
ILCAトリ11・n・-1研究室訪問（意見交換、資料収集）
ナイロビ国立公園（動物調査）........................................................................................................................ 
ナクル湖国立公園（動物調査）

（車）········••······································································•·······•··•······················································ 暉• そンがf I LCA亜湿潤地域研究所訪問（意見交換、資料収集）、小規模酪

15 {金y-r・・・・・・・・・・····•···•···· ····•··· ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・'・・rcc・xii波ずう家畜研究'iuジ1外訪問（意見交換、家畜調査）、

） 
（空路） 農家訪問（意見交換）

東海岸然セミナー出席
Boran牛牧場訪問（意見交換、家畜調査）、小規模酪農家訪問（意
見交換）.................... ,. ...........................................................、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ナイロピ大学訪問（意見交換）、家畜人工授精センター訪問（意見
交換、家畜謂査）

............................................................ ● ........................................................... . 

ILRADカピテ牧場訪問（意見交換、家畜謁査）

....................... ヽ....................................● ● .......................................................... 々

............ ・・...會.........ヽ●...... ヽ 0・................................................................艮.......●●● ......... コ

ロンドン動物学研究所訪問（意見交換を資料収集）
l 

.. さ叫，．む●●● ................... 暑..............................〇●●●●● ..... ● ..•.. り....................ベ0・.............. ..... ! 
・・・・・ ・・- - . ..  ..  . . . .............. . . ..... - •-························-··· 心ふ ●、1

. ヽ一、~ ~ ~ 
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MOAアペルノ 3
 

単位： kg 

品

1988 1990 

Boran 雌 25.3 152.3 

雄 25.2 25.1 118. 0 146.7 159.0 

BoranX 雌 23.0 26.3 120.0 155.2 160.0 

Friesian 雄 25.0 27. 7 130.0 182. l 163. 7 

（アベルノサ牧場で調査）

表 3 エチオビアの個人所有の

家畜飼登頭数

単位：頭羽群

種類 千頭羽群数 割合％

牛 26298.66 56.6 

羊 9635.04 20.7 

山羊 6498.91 14.0 

馬 1287.62 2.8 

ロバ 2411. 58 5.2 

ラクダ 57.59 0.1 

ラバ 265.68 0.6 

家畜計 46455.08 100.0 

鶏 21870.15 

みつばち 3189.01 
・-

(Agricultural Sample Survey 1986/87 

Peoples'De皿ocraticRepublic of Ethiopia) 
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クイプ

ゼピュウ

サンがとt・ビ砂の

中間タイプ

サンガ

肩峰のない牛

その他

4 エチオピ

恥ran

Ars i 

Arab (Adeni, Berbera愈 Bahari)

Barca (Begait) 

Abyssinian zebus (Shorthorn zebu) 

Shorthorn zebu (Harer) 

Highland zebu (Bale) 

Black zebu (Jem-Jem zebu) 

Small zebu (JiJJiga) 

Fogera (Wagara) 

恥rro

Arado 

Jiddu 

Danaki l (Adal, Raya, Ker iyu, Afars) 

Raya Azebo (Galla-Azebo) 

Abigar (Ni lotic) 

Sheko (Mitzan, Goda) 

Kuri (Kouri) 

Fellata (Red Bororo) 

参考資料 3)
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表 5 エチオビア在来羊の能力

形 質 Ada! So罰ali Horro Menz 

生時体重 kg 2.5土.04 2.7土.1 2.9士.03 2.2士填 11

離乳時体重 kg 13.0土.5 14.2土.5 15.0士疇2 10.9士.8

6カ月齢体重 kg 18.4士.5 17.7士LO 19。7士.3

1 2カ月齢時体重 kg 25.8土.2 24.8土.7 33.5土l。3

雌の成熟時体璽 kg 31. 6士.4 31. 7士.6 38.2士.8 29.5士.8

離乳生存率 ％ 0.93 0.94 0.93 

受胎率 ％ 0.78 0.63 0.87 

子羊の生産率 ％ 105 104 157 108 

1 2週間の泌乳置リットル 26.3士.6 17.8土1.5 

羊毛塁（年） kg 

゜ ゜ ゜
0.45 

参考資料 2)
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